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震
災
か
ら
６
年

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
。

震災当時小学生だった子ども
たち。６年経ったこの日、自
分たちで考えた「にいがたか
ら　みんな　えがおに」のキ
ャンドルメッセージとともに、
お世話になった全国の人たち
に感謝の想いを届けました
（ソングオブジアース2010／
川口運動公園）

森市長や有識者が教訓を国内外
へ発信する大切さを語り合いま
した
（フォーラム「語り継ぐ～知見
と教訓を未来へ～」／市民防災
センター)

震災の年、山古志地
域の人たちが住む陽
光台の仮設住宅に設
置されたドラム缶の
「希望の鐘｣。復興を
誓う鐘の音が４年ぶ
りに響き渡りました
（山古志復興イベン
ト／山古志闘牛場)

（上）支えてくれた人たちへの感謝と復興の誓い
を込めて、山古志小学校の子どもたちが「ありが
とう」の歌を合唱　（右）犠牲者の冥福を祈り献花
（中越大震災６周年10.23のつどい／市民防災セ
ンター）

人と人とを結ぶ縁を大
切にし、広げようとい
う願いを温かな灯に込
めました
（追悼と感謝の式典／
市民防災センター交流
広場）

表町小学校と山古志小・中学校の子どもた
ちの手作りキャンドルが灯され、穏やかな
光がまちなかを優しく包みました
（中越大震災・復興の集い／ＪＲ長岡駅前
広場)

「
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
恩
返
し
を
し
た
い
」

「
逆
境
の
今
こ
そ
、
と
も
に
頑
張
ろ
う
」

「
愛
す
る
ふ
る
さ
と
を
盛
り
上
げ
た
い
」

中
越
大
震
災
か
ら
６
年
。
創
造
的
復
興
の
原
動
力
は
、
感
謝
と
絆
と
熱
意
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
市
民
に
あ
り
ま
す
。

各
地
で
さ
ら
な
る
復
興
を
誓
う
催
し
が
行
わ
れ
た
10
月
23
日
。

追
悼
、
感
謝
、
希
望
・
・
・
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
想
い
〟
を
追
い
ま
し
た
。

追悼感謝

願い

教訓
希
望

祈
り
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震
災
・
地
域
の
情
報
を
集
め
、

防
災
研
究
を
行
う
長
岡
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
セ
ン
タ
ー
の
概
要
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
来
年

10
月
、
大
手
通
中
央
東
地
区
（
旧

イ
チ
ム
ラ
周
辺
）
の
再
開
発
ビ
ル

２
階
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　
特
徴
は
、
先
進
技
術
で
中
越
大

震
災
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
震
災
・
復
興
展
示
ス
ペ

ー
ス
で
は
、
情
報
端
末
と
床
面
の

航
空
写
真
を
連
動
さ
せ
、
各
地
域

の
被
災
状
況
や
復
興
の
経
過
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
神
戸
市
の
「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
の
機
関
と
共
同
研

究
も
行
い
、
震
災
の
教
訓
を
防
災

・減
災
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

被
災
地
を
結
び
、
教
訓
を
伝

え
る
中
越
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊

　
長
岡
市
と
小
千
谷
市
は
、
㈳
中

震
災
の
教
訓
を
、先
進
の
技
術
で
学
び
、伝
え
る

　
長
岡
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
概
要
ま
と
ま
る

▶
被
災
状
況
や
復
興
の
経
過
を
学
べ
る
震

災
・
復
興
展
示
ス
ペ
ー
ス

▼「長岡市錦鯉養殖組合」厳選の錦鯉
５匹が展示されたブースはたくさんの
観客でにぎわいました ▶来場記念スタンプ

　
先
ご
ろ
盛
大
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
た
中
国
・
上
海
万
博
。
10
月
13

日
か
ら
３
日
間
開
か
れ
た
新
潟
フ

ェ
ア
（
県
・
新
潟
市
・
長
岡
市
主

催
）の
会
場
で
は
、「
紅
白
」や「
大

正
三
色
」
な
ど
代
表
的
な
錦
鯉
５

匹
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
錦
鯉
は

「
泳
ぐ
宝
石
」
と
呼
ば
れ
中
国
で

人
気
が
高
く
、
そ
の
鮮
や
か
な
色

彩
に「
き
れ
い
で
大
き
い
」「
こ
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
錦
鯉
は
初
め
て

見
た
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
の
影
響
か
ら
、

中
国
で
は
錦
鯉
の
輸
入
を
禁
止
し

て
い
る
た
め
展
示
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
新
潟
フ
ェ
ア
の
目
玉
と

し
て
特
別
に
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
万
博
と
い
う
国
境
を
越
え
た
大

き
な
交
流
の
舞
台
で
、
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
大
き
く
発
信
し
た
山
古

志
産
錦
鯉
。
今
回
の
出
展
が
、
錦

鯉
の
輸
入
解
禁
に
向
け
た
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

越
防
災
安
全
推
進
機
構
と
連
携
し
、

長
岡
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
４
つ
の
拠
点
施
設

と
３
つ
の
公
園
で
被
災
地
を
結
ぶ

「
中
越
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊
」（
左
図
）

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
特
色
を
持

ち
、
地
域
全
体
で
震
災
の
情
報
を

国
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

4
地
域
振
興
戦
略
部
☎
39
・
２
２

６
０

発
祥
の
地
山
古
志
の
錦
鯉

　 

上
海
万
博
で
大
人
気 中越メモリアル回廊

17

291上
越
新
幹
線

信越本線

関
越
自
動
車
道

上
越
線

信　

濃　

川

長
岡
駅

※名称はすべて仮称

れ
ま
す
。

　
市
は
四
川
大

地
震
以
来
、
さ

ま
ざ
ま
な
復
興

支
援
を
通
し
て

中
国
政
府
や
四

川
省
な
ど
と
交

流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
今
回

の
出
展
は
、
大

地
震
の
被
災
地

と
い
う
共
通
点

を
持
つ
長
岡
と

中
国
の
絆
を
深

め
る
象
徴
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
で
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど
長
岡

の
魅
力
を
発
信
。
３
日
間
で
２
万

６
千
人
を
超
え
る
観
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

4
工
業
振
興
課
☎
39
・
２
２
２
２

ミニシアター
臨場感ある映像と音
響で震災を体験

震災・復興展示スペース

研究スペース
集積した情報を活用
して防災を研究

小千谷震災
ミュージアム

妙見
メモリアルパーク

やまこし復興
交流館

  木籠メモリ
  アルパーク

震央メモリアル
パーク

川口「絆館」

長岡アーカイブス
センター
〜災害を知る〜
災害情報の
集積、全体
の案内窓口、
研究機関と
の連携

大
手
通
り
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今
後
10
年
間
の
長
岡
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
を
示
す
計
画「
長

岡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」。そ
の
内
容
を
検
討
し
て
き

た
同
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
は
10

月
18
日
、
計
画
案
を
森
市
長
に

答
申
し
ま
し
た
。

　
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
今

あ
る
市
街
地
を
活
用
し
、
中
身

の
濃
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
に

②
全
11
地
域
の
個
別
計
画
を
策

定
③
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面

で
地
域
と
人
を
つ
な
ぐ
、
の
３

点
。
策
定
委
員
会
・
中な

か

出で

文
平

委
員
長
は
「
中
越
地
域
の
中
心

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
幅
広
い

政
策
課
題
に
対
応
し
た
計
画
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
計
画
は
今
後
、
市
議
会
と
長

岡
市
都
市
計
画
審
議
会
の
意
見

を
聞
き
、
11
月
末
こ
ろ
に
決
定

す
る
予
定
で
す
。

　
10
年
間
の
都
市

　
計
画
の
方
針
を

　
市
長
に
答
申

▲中出委員長(右)が計
画案を森市長に答申

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
条
例（
案
）に
ご
意
見
を

「
だ
れ
も
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
」の
実
現
に
向
け
て

▶
市
民
が
参
加
し
て
条
例
の
内
容
を
検
討
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
の
様
子
。
国
が

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
定
め
た
こ
と
を
受
け
て
、
条
例
の
制
定
を
市

民
協
働
で
検
討
し
て
き
ま
し
た

　
現
在
、
市
は
「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
条
例
」
の
制
定
を
目
指

し
、
こ
の
条
例
案
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

条
例
は
７
つ
の
基
本
理
念
で

構
成

　
条
例
の
基
本
理
念
は
、
①
男
女

の
人
権
の
尊
重
②
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
の
尊
重
③
性
別
で
役
割
を

固
定
的
に
と
ら
え
る
意
識
を
反
映

し
た
制
度
や
慣
行
へ
の
配
慮
④
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
方

針
の
立
案
・
決
定
に
、
平
等
に
参

画
す
る
機
会
の
確
保
⑤
妊
娠
・
出

産
な
ど
に
関
す
る
お
互
い
の
意
思

を
尊
重
し
、
生
涯
に
わ
た
り
安
全

で
健
康
な
生
活
を
営
む
こ
と
へ
の

配
慮
⑥
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
社

会
を
支
え
る
人
材
の
育
成
へ
の
配

慮
⑦
国
際
的
協
調
、
の
７
つ
の
柱

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
や
市
民
と
の
協
働
の
観
点
も

盛
り
込
み
、
市
、
市
民
、
事
業
者

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
も
明
記
し
て
い

ま
す
。

　
条
例
案
は
12
月
の
市
議
会
で
審

議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

4
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
39
・
２
７
４
６

ご
意
見
は
こ
ち
ら
へ

　
条
例
案
は
市
役
所
本
庁
１
階
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
各
支
所
な
ど
の
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
備
え
付
け
の
用
紙
に
ご

意
見
を
記
入
の
う
え
意
見
箱
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
11
月
15
日
㈪
ま
で

悩
む
よ
り
も
、相
談
し
て
安
心
。

	

高
齢
者
の
コ
ト
、『
包
括
』に
聞
い
て
！

▲水沢さんの自宅を訪問し、ヒサさん(中央)の健康状態を聞く
地域包括支援センター・なかじまの丸山さん(右)。本人はもち
ろん、家族のサポートにも気を配ります

　
「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う

に
何
か
し
て
あ
げ
た
い
」。こ
う
語

る
の
は
、
93
歳
の
義
母
・
水
沢
ヒ

サ
さ
ん
（
仮
名
）
と
の
同
居
を
今

年
７
月
か
ら
始
め
た
水
沢
有
美
さ

ん
（
仮
名
）
で
す
。
訪
問
介
護
を

利
用
し
な
が
ら
市
外
に
住
ん
で
い

た
ヒ
サ
さ
ん
は
、
環
境
の
変
化
か

ら
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
。
有

美
さ
ん
は「（
ヒ
サ
さ
ん
に
）認
知
症

の
症
状
が
出
る
の
で
は
」
と
不
安

を
抱
え
ま
す
。

　
そ
れ
に
応
え
た
の
が
、『
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
以
後
、包
括
）』

で
し
た
。
保
健
師
な
ど
の
専
門
家

が
、
高
齢
者
と
家
族
の
生
活
を
さ

ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
え
る
、
高
齢

者
支
援
の
い
わ
ば
〝
な
ん
で
も
窓

口
〞。自
宅
訪
問
を
は
じ
め
、
電
話

相
談
、
介
護
予
防
の
紹
介
、
高
齢

者
虐
待
の
対
応
な
ど
、
業
務
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
有
美
さ
ん
の
相
談
を
受
け
た
包

括
・
な
か
じ
ま
の
丸
山
千
代
子
さ

ん
は
「
介
護
と
い
う
現
実
は
時
と

し
て
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
家
族

が
不
安
を
抱
く
の
は
当
然
」。

　
ヒ
サ
さ
ん
の
状
態
か
ら
丸
山
さ

ん
は
、｢

話
し
相
手
が
で
き
れ
ば
外

に
出
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
」
と

考
え
、(

日
帰
り
で
入
浴
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
）
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
勧
め
ま
す
。
以
来
、

ヒ
サ
さ
ん
は
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で

出
掛
け
る
よ
う
に
。「
お
し
ゃ
べ
り

す
る
仲
間
が
い
て
、
元
気
に
な
る

ね
」
と
、
今
で
は
そ
の
日
が
来
る

の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
有
美
さ
ん
に
と
っ
て
丸
山
さ
ん

は
「
気
さ
く
に
話
せ
て
、
悩
み
を

親
身
に
聞
い
て
く
れ
る
存
在
」
と

い
い
ま
す
。「
私
た
ち
の
仕
事
は
、

い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。
そ

ん
な
中
で
最
も
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
本
人
と
家
族
の
〝
想
い
〞

に
寄
り
添
う
こ
と
」
と
丸
山
さ
ん
。

　
包
括
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
年

々
増
え
、
昨
年
度
は
延
べ
２
万
７

千
件
に
も
。「
ち
ょ
っ
と
し
た
不
安

で
も
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
私

た
ち
包
括
に
相
談
し
て
も
ら
え
れ

ば
」。高
齢
者
も
家
族
も
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
包
括
の
活
動
は

続
き
ま
す
。

地域包括支援センターは、地域
で暮らす高齢者とその家族を、
介護、福祉、健康、医療などさ
まざまな面から総合的に支える
施設。市内に12カ所あります。
保健師、社会福祉士、主任ケア
マネジャーなどの専門スタッフ
が常駐しています。
4介護予防推進室☎39・2268

本
人
と
家
族
の〝
想
い
〟に

寄
り
添
う

※「クローズアップ・ながおか」は、
　不定期で掲載するコラムです。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
な
が
お
か
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くるくる回して
　和島地域の子どもたちがバウムクーヘンづくりに
挑戦。煙にも負けず竹を何度も回し、立派な切り株
模様ができました。（10月９日　取材／市民リポータ
ー・古市孝司さん）

与板のよいとこ、丸かじり
　楽山苑などの史跡ポイントを巡る「お船の里
まち歩き」。ゲームやクイズを楽しんだほか、お
いしいお菓子もいただきました。（10月10日  取
材／市民リポーター・小林茂勝さん）

親子で奮闘！運動会
　好天に恵まれた小国・ひまわり保育園の運動会。玉
入れに、かけっこに、楽しく汗を流す親子の元気な歓
声が響き渡りました。（10月２日）

紙いっぱいに、トメ、ハネ！
　本物の芸術に親しんでもらおうと、日吉小学校に
書家・柳澤魁

かいしゅう

秀さんを招いて、４〜６年生が巨大書
にチャレンジ。大きな筆を使い、大切にしたい言葉
を真っすぐな気持ちで書きました。（10月15日）

歌声で心は一つ　
　新宿区の有名な歌声喫茶「ともしび」が３年ぶりに山古
志に。観客と出演者が一つになり、フォークソングや全国
からの支援に感謝の気持ちを込めた「ありがとう」などを
大合唱しました。（10月9日）

お父さん、かっこいい！
　やせてかっこよくなろうという「お父さん改造計画」の
最終回は、プロによるヘアメークとコーディネイトで大変
身。３カ月間で平均4.7キロ減のその姿に、大きな拍手が
送られました。（10月２日）

優勝チームはなんと…
　41チームが参加した越路地域市民駅伝大会。
居並ぶ強敵を相手に総合優勝を飾ったのは、最
年少の越路中学校チーム。（10月10日）

秋の味覚がずらり　
　寺泊みなと公園で「農と魚のフェスティバル」
を開催。イカの浜焼きや採れたてのサツマイモ、
地元食材の弁当など、寺泊の食の魅力をＰＲしま
した。（10月10日　取材／市民リポーター・遠藤
幸明さん）

マ
サ
カ
リ
投
法
を
伝
授
!?

　
栃
尾
地
域
・
吉
水
運
動
広
場
の
改
修
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た

野
球
教
室
。
プ
ロ
野
球
で
２
１
５
勝
を
挙
げ
た
大
投
手
・
村
田

兆
治
さ
ん
か
ら
小
・
中
学
生
が
指
導
を
受
け
ま
し
た
。（
10
月
９

日
）

マ
コ
モ
タ
ケ
に
、
首
っ
た
け

　
川
口
公
民
館
で
、
竹
の
子
に
似
た
食
感
と
味
を
持
つ
マ
コ

モ
タ
ケ
の
全
国
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
試
食
会
で
は

工
夫
を
凝
ら
し
た
お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓
！
（
10
月
７
日
）

こ
れ
、
お
っ
き
い
ね
〜
！

　
中
之
島
地
域
の
特
産
品
・
大
口
れ
ん
こ
ん
の
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
。
田
ん
ぼ
に
眠

る
大
き
な
れ
ん
こ
ん
を
掘
り
当
て
、
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
思
わ
ず
絶
叫
！
（
９
月

25
日
）

マコモタケ
（イネ科)▶
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ー
づ
く
り
、
マ
ツ
の
タ
ネ
の
飛
行

実
験
を
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
14
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時　
対
象
＝
小
学
生
（
保
護
者

同
伴
）　
持
ち
物
＝
は
さ
み　
3

　11
月
12
日
㈮
ま
で

�
生
物
標
本
展
示
会
優
秀
作
品
展

　
示

　
入
賞
作
品
の一部
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
2
日
㈫
～
14
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
７
時　
会
場

＝
中
央
図
書
館

�
ア
ン
ギ
ン
編
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
６
千
年
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
い

る
「
ア
ン
ギ
ン
編
み
」
で
コ
ー
ス

タ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈷
午
後
１
時
～

４
時　
対
象
＝
小
学
生
～
一
般（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）　
定
員
＝

10
人

　
持
ち
物
＝
汚
れ
て
も

よ
い
タ
オ
ル　
3
　11
月
10
日
㈬
～

20
日
㈯

�
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
　
　
　
　

　
「
体
験
！
縄
文
編
み
」

　
縄
文
時
代
と
同
じ
よ
う
な
編
み

方
で
、
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯
午

後
１
時
30
分
～
３
時　
対
象
＝
小

学
生
～
一
般
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）　
定
員
＝
10
人

　
持

ち
物
＝
定
規　
3
　入
館
時
に

�
企
画
展
「
縄
文
時
代
の
大
集
落

　
中
道
遺
跡
」

　
迫
力
あ
る
大
型
炉
跡
や
貴
重
な

ト
チ
ノ
ミ
遺
構
の
ほ
か
、
初
公
開

品
を
含
む
出
土
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈷
ま
で
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日
休
館
）

料
金
＝
一
般
２
０
０
円
、
高
校
生

以
下
無
料

●
市
展
開
催
第
50
回
記
念
「
歴
代

　
ポ
ス
タ
ー
と
長
岡
市
美
術
協
会

　
員
に
よ
る
市
長
賞
作
品
展
」

　
過
去
の
市
展
ポ
ス
タ
ー
と
、
市

長
賞
作
品
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
20
日
㈯
～
23
日
㈷
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　
会
場
＝
県
立

近
代
美
術
館

●
米
粉
料
理
教
室

　
米
粉
を
使
っ
て
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
19
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
０
時
30

分　
定
員
＝

20
人

料
金
＝
５
０

０
円　
3
　11

月
８
日
㈪
か

ら

�
今
泉
鐸た

く
次じ

郎ろ
う
著　
　
　
　
　
　

　
「
河
井
継
之
助
傳で

ん
」
を
読
む
会

　
継
之
助
が
行
っ
た
藩
政
改
革
に

つ
い
て
読
み
ま
す
。

日
時
＝
11
月
８
日
㈪
・
22
日
㈪
午

後
１
時
～
３
時

�
楽
し
い
詩
吟
教
室　
　
　
　
　

　
～
河
井
継
之
助
を
偲し

の
ぶ
・
漢
詩

　
の
心
を
感
じ
て
～

日
時
＝
11
月
15
日
㈪
・
29
日
㈪
午

前
10
時
～
11
時
30
分　
講
師
＝
詩

吟
神
風
流
福
吟
会
会
長
・
松
川
神し
ん

饒じ
ょ
うさ
ん

�
河
井
継
之
助
の
旅
日
記「
塵ち

り
壺つ

ぼ
」

　
を
読
み
解
く
会

　
旅
も
佳
境
を
迎
え
た
継
之
助
の

日
記
を
読
み
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～

３
時

�
司
馬
遼
太
郎
著｢

峠｣

を
読
む
会

日
時
＝
11
月
15
日
㈪
午
後
６
時
30

分
～
８
時　
内
容
＝
司
馬
遼
太
郎

著
「
峠
」
よ
り
「
故
郷
」　
※
事

前
に
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。　

持
ち
物
＝
「
峠
」

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

�
～
�
い
ず
れ
も　
定
員
＝
�
10

人

　
�
～
�
各
20
人

　

料
金
＝
�
�
�
１
０
０
円
�
２
０

　
北
島
康
介
選
手
な
ど
の
ト
ッ
プ
ス
イ
マ
ー
が
、
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
が
出
場
す
る
大
会
に
ゲ
ス
ト
出
場
し
ま
す
。「
北
島
選
手
と
語
ろ

う
！
」
も
開
催
し
ま
す
。

●�
新
潟
県
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
の
観
覧

日
時
＝
11
月
28
日
㈰
午
前
８
時
15
分
～
午
後
６
時
30
分　
会
場
＝
ダ

イ
エ
ー
プ
ロ
ビ
ス
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ー
ル　
ゲ
ス
ト
＝
北
島
康
介
選

手
、
加
藤
ゆ
か
選
手
（
50
・
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
日
本
記
録
保
持

者
）、鈴
木
聡
美
選
手
（
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
日
本
記
録
保
持
者
）　
定

員
＝
１
、５
０
０
人

　
料
金
＝
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）　
整
理

券
の
配
布
＝
11
月
11
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
ダ
イ
エ
ー
プ
ロ
ビ
ス
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
プ
ー
ル
、
悠
久
山
プ
ー
ル
、
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
、
市
民
体
育
館
、
市
水
泳
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
吉
岡
）
で　

4
県
水
泳
連
盟
事
務
局
☎
37
・
７
９
８
５

●�
北
島
選
手
と
語
ろ
う
！
（
同
日
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分
）

　
北
島
選
手
が
出
場
す
る
レ
ー
ス
を
観
覧
し
、
目
標
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
北
島
選
手
と
語
り
合
い
ま
す
。　

対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
4
～
６
年
生　
定
員
＝
50
人

　
3　
11

月
15
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
1
枚
に
つ
き
1
人
）、電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、

返
信
の
表
に
自
分
の
あ
て
先
を
記
入
し
て
〒
９
４
０
︱
０
０
７
２
柳

原
町
２
の
１
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
32
・
６
１
１
７
へ

③
キ
ッ
ズ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

　
ン
ト
講
座

日
時
＝
①
11
月
27
日
㈯
②
来
年
２

月
12
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分
（
計
２
回
）　
会
場
＝
中
央

公
民
館　
内
容
＝
①
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
②
春
が
来
た　
講
師
＝
明

田
川
綾
子
さ
ん　
対
象
＝
小
・
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
（
中
学
生
は

子
ど
も
の
み
の
参
加
も
可
）　
定

員
＝
20
人

　
料
金
＝
１
回
１
、

５
０
０
円
（
１
回
の
み
の
参
加
も

可
）　
持
ち
物
＝
は
さ
み
、
新
聞

紙
、作
品
を
持
ち
帰
る
袋
、ゴ
ミ
袋

④
自
己
整
体
法
で
体
の
ゆ
が
み
や

　
痛
み
を
改
善
す
る

日
時
＝
11
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰
午

後
１
時
20
分
～
３
時
（
計
２
回
）

会
場
＝
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ゆ
き
わ
り
荘（
和
島
地
域
）

内
容
＝
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
矯
正

法
や
歩
行
法
を
学
ぶ　
講
師
＝
田

中
秋
雄
さ
ん　
対
象
＝
70
歳
未
満

定
員
＝
20
人

　
料
金
＝
１
、

０
０
０
円　
持
ち
物
＝
ス
ポ
ー
ツ

タ
オ
ル
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
11
月
21
日
㈰
は
臨
時
休
館
し
ま

す
。

�
信
濃
川
探
鳥
会

　
ツ
グ
ミ
や
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
を
観

察
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
13
日
㈯
午
前
９
時
～

11
時
（
雨
天
決
行
）　
集
合
＝
長

生
橋
東
詰
か
ら
約
５
０
０
ｍ
上
流

の
長
岡
消
流
雪
用
水
導
入
施
設
前

対
象
＝
小
学
生
～
一
般
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）　
持
ち
物
＝
筆

記
用
具
、
双
眼
鏡

�
寺
泊
探
鳥
会

　
カ
シ
ラ
ダ
カ
や
ベ
ニ
マ
シ
コ
を

観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
28
日
㈰
午
前
８
時
～

11
時
（
雨
天
決
行
）　
集
合
＝
寺

泊
大
和
田
海
岸
海
水
浴
場
駐
車
場

対
象
＝
小
学
生
～
一
般
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）　
持
ち
物
＝
筆

記
用
具
、
双
眼
鏡　
3
　11
月
25
日

㈭
ま
で

�
新
収
蔵
昆
虫
展

　
新
た
に
収
蔵
し
た
日
本
と
世
界

の
チ
ョ
ウ
の
標
本
な
ど
を
公
開
し

ま
す
。

日
時
＝
11
月
27
日
㈯
～
来
年
１
月

30
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　
休

館
日
＝
12
月
６
日
㈪
・
20
日
㈪
・

30
日
㈭
～
１
月
２
日
㈰・17
日
㈪

�
ま
つ
ぼ
っ
く
り
で
実
験
！

　
ビ
ン
入
り
ま
つ
ぼ
っ
く
り
ツ
リ

０
円
（
館
内
見
学
は
入
館
料
２
０

０
円
別
）　
3
随
時
（
開
館
時
間

は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

●
ま
ち
の
先
生
企
画
講
座

3　
い
ず
れ
も
11
月
10
日
㈬
か
ら
電

話
で
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
）

①
日
清
・
日
露
戦
争
で
わ
が
国
は

　
何
を
得
て
、
何
を
失
っ
た
か

日
時
＝
①
11
月
20
日
㈯
②
28
日
㈰

③
12
月
５
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
（
計
３
回
）　
会
場
＝
中
央

公
民
館　
内
容
＝
①
歴
史
と
い
う

も
の
の
考
え
方
、
大
清
帝
国
の
概

要
②
日
清
戦
争
と
三
国
干
渉
、
ロ

シ
ア
帝
国
の
概
要
③
君
死
に
た
ま

う
事
な
か
れ
、
日
露
戦
争
と
そ
の

戦
後
処
理　
講
師
＝
徳と

く
り
き力
紀
久
夫

さ
ん　
定
員
＝
30
人

　
料
金

＝
１
、０
０
０
円　
持
ち
物
＝
筆
記

用
具

②
自
分
好
み
の
色
に
染
め
て
作
る

　「
革
の
ブ
ロ
ー
チ
と
ペ
ン
ダ
ン
ト
」

日
時
＝
①
11
月
25
日
㈭
②
12
月
２

日
㈭
午
後
１
時
15
分
～
３
時
15
分

（
計
２
回
）　
会
場
＝
中
央
公
民

館　
内
容
＝
①
革
染
め
の
カ
メ
リ

ア
ブ
ロ
ー
チ
②
ミ
ニ
バ
ラ
の
ペ
ン

ダ
ン
ト　
講
師
＝
革
ア
ー
ト
講
師

・
五
十
嵐
正
子
さ
ん
、
桑
原
ハ
ル

子
さ
ん　
対
象
＝
成
人　
定
員
＝

15
人

　
料
金
＝
３
、２
０
０
円

（
１
回
の
み
参
加
は
１
、６
０
０
円
）

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
新
聞
紙
、

ご
み
袋
、
手
ふ
き

　毎号、「へぇ～」「そう
なんだ！」という話を長
岡ゆかりのキャラクターや
動物たちが紹介します。
　今回は“まんまくん”で
す。筋トレが趣味で米づく
りに命をかけるナイスガイ。
ただいまお嫁さん募集中で
す。
　「11月19日に開催するう
まい米コンテストのイメー
ジキャラクターを務めてい
るっス！（13ページ）。」

今月のおしらせ隊隊員 まんまくん

新
潟
県
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権

水
泳
競
技
大
会

北
島
康
介
選
手
が
魅
せ
る

今日もモリモリ！長岡米

アテネ・北京五輪100・200m
平泳ぎ金メダリスト。50・100
・200m平泳ぎ日本記録保持者

　大河ドラマ「天地人」で上杉謙信の姉・
仙桃院役を演じた高島礼子さんがスペシャ
ルゲストとして登場。
　栃尾地域での撮影時のエピソードなどを
話します。

日時＝11月23日㈷午後１時～４時　会場＝
栃尾市民会館　定員＝500人抽選　料金＝無
料（入場券が必要）　311月13日㈯（必着）
までに往復はがきの往信の裏に郵便番号、
住所、氏名、電話番号、希望人数（２人ま
で）、返信の表に自分のあて先を記入して、
〒940－0295栃尾宮沢1765栃尾商工会内と
ちお歴史文化芸能まつり実行委員会事務局
へ　4同事務局☎52・4191、観光課☎39・
2221

とちお歴史文化芸能まつり
高島礼子さんトークショー

天地人
の感動
再び
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11
時
30
分　
対
象
＝
小
・
中
・
高

校
生
と
そ
の
保
護
者　
定
員
＝
親

子
10
組

　
料
金
＝
１
、５
０
０

円　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

�
～
�
い
ず
れ
も　
3
　�
11
月
21

日
㈰
ま
で
に
�
～
�
12
月
５
日
㈰

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
に
催
し
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、学
校
名
・
学

年
、
電
話
番
号
、
返
信
の
表
に
自

分
の
あ
て
先
を
記
入
し
て
〒
９
４

０
︱
０
０
３
３
今
朝
白
１
の
１
の

１
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

�
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
マ
ジ
ッ
ク

　
シ
ョ
ー　

日
時
＝
12
月
11
日
㈯
午
後
２
時
30

分
～
３
時
10
分　
内
容
＝
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
観

賞　
講
師
＝
小
林
幸
市
さ
ん　
定

員
＝
95
人

　
料
金
＝
大
人
１

５
０
円
、
高
校
生
１
２
０
円
、
４

歳
以
上
中
学
生
以
下
70
円

●
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー　
　
　
　

　
と
ち
お
上
塩
地
そ
ば
道
楽

　
栃
尾
上か

み
し
お
た
に

塩
谷
地
区
に
伝
わ
る
そ

ば
作
り
を
体
験
す
る
ほ
か
、
地
域

の
史
跡
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

日
時
＝
12
月
５
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
４
時　
集
合
＝
市
立
劇
場
前

ま
た
は
長
岡
駅
東
口　
内
容
＝
そ

ば
打
ち
体
験
、塩
の
井（
弘
法
大
師

ゆ
か
り
の
地
）
見
学
な
ど　
定
員

＝
20
人

　
料
金
＝
３
、９
０
０

円
（
昼
食
代
含
む
）　
3
　11
月
20

日
㈯
ま
で
に
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
集
合

場
所
を
記
入
し
て
〒
９
４
０
︱
０

２
３
３
栃
尾
宮
沢
１
７
６
４
栃
尾

観
光
協
会
☎
51
・
１
１
９
５
、
4

　
51
・
１
１
９
０
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo

@
tochiokankou.jp

へ

�
爆
笑
お
笑
い
ラ
イ
ブ
in
中
之
島

　
キ
ン
グ
オ
ブ
コ
ン
ト
２
０
１
０

優
勝
の
キ
ン
グ
オ
ブ
コ
メ
デ
ィ
ほ

か
人
気
お
笑
い
芸
人
が
多
数
出
演

し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
12
日
㈰
午
後
０
時
30

分
～
２
時
30
分
、
４
時
～
６
時　

定
員
＝
各
５
０
０
人　
料
金
＝
全

席
指
定
３
、５
０
０
円

�
親
子
で
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
系
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
ほ
か
ア
ニ
メ
曲
の
演
奏
も

あ
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
13
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時　
定
員
＝
５
０
０
人

　

料
金
＝
全
席
自
由
５
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）　
※
前
売
り
は

あ
り
ま
せ
ん

●
越
後
長
岡
・
ふ
る
さ
と
物
語　

　
か
わ
ぐ
ち
編　
東
川
口
三
十
三

　
番
霊
場
と
竹
田
、
木
沢
の
里
山

　
め
ぐ
り

　
約
５
㎞
を
地
元
の
案
内
人
と
一

緒
に
散
策
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
21
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
３
時
30
分　
集
合
＝
市
役
所

本
庁
（
ま
た
は
川
口
支
所
に
午
前

９
時
30
分
）　
定
員
＝
20
人

料
金
＝
３
、０
０
０
円（
昼
食
、
保
険

料
を
含
む
）　
3
　11
月
15
日
㈪
ま

で●
ガ
ラ
ス
絵
で
表
現
す
る　
　
　

　
～
冬
の
星
空
～

　
透
明
ア
ク
リ
ル
板
の
裏
側
か
ら
、

絵
の
具
の
重
ね
方
を
工
夫
し
て
星

空
を
表
現
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈷
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　
定
員
＝15
人

料
金
＝
５
０
０
円　
講
師
＝
画
家

・
長
谷
部
昇
さ
ん　
対
象
＝
年
長

児
以
上　
3
　11
月
10
日
㈬
か
ら

●
地
域
の
宝
パ
ネ
ル
展

　
各
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
㈫
～
28
日
㈰（
22

日
㈪
は
休
館
）　
会
場
＝
中
央
図

書
館　
※
12
月
以
降
も
市
内
各
地

で
順
次
開
催

�
高
齢
者
趣
味
の
教
室
の　
　
　

　
成
果
を
発
表
し
ま
す

①
芸
能
発
表
会

日
時
＝
11
月
27
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

内
容
＝
民
踊
、詩
吟
、謡う

た
い、大
正
琴

②
い
き
い
き
作
品
展

日
時
＝
12
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
５
日
は
正

午
ま
で
）　
　
会
場
＝
中
央
図
書

館　
内
容
＝
絵
画
、
書
道
、
ペ
ン

字
、
絵
手
紙
、
俳
句

�
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育

　
小
学
生
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験　

　
「
親
子
で
楽
し
く
門
松
つ
く
り
」

　
竹
や
わ
ら
で
門
松
を
作
っ
た
後

に
、
紙
の
美
術
博
物
館
、
森
林
公

園
を
見
学
・
散
策
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
27
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分
（
午
前
９
時

15
分
に
中
央
公
民
館
集
合
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
移
動
）　
会
場
＝
み

ん
な
の
体
験
館　
対
象
＝
小
学
生

と
そ
の
親　
定
員
＝
15
組

　

料
金
＝
材
料
費
１
、０
０
０
円　
持

ち
物
＝
昼
食　
3
　11
月
９
日
㈫
か

ら�
お
せ
ち
料
理
講
座
Ｂ
コ
ー
ス　

　
昆
布
巻
、
伊
達
巻
づ
く
り

日
時
＝
12
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
４
時　
定
員
＝
24
人

料
金
＝
１
、５
０
０
円

�
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
講
座

日
時
＝
12
月
11
日
㈯
午
前
９
時
～

正
午　
定
員
＝
24
人

　
料
金

＝
４
０
０
円

�
お
せ
ち
料
理
講
座
Ａ
コ
ー
ス　

　
の
っ
ぺ
、
な
ま
す
、
松
風
焼
づ

　
く
り

日
時
＝
12
月
１
日
㈬
午
前
10
時
～

午
後
１
時　
定
員
＝
24
人

　

料
金
＝
１
、５
０
０
円

�
み
そ
づ
く
り
体
験

　
県
内
産
の
大
豆
を
使
い
、
麹こ

う
じか

ら
つ
く
る
味
噌
づ
く
り
で
す
。

期
日
＝
①
12
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰

②
14
日
㈫
～
16
日
㈭
③
17
日
㈮
～

19
日
㈰
④
21
日
㈫
～
23
日
㈷　
時

間
＝
い
ず
れ
も
１
・
３
日
目
⋮
午

前
９
時
～
正
午
、
２
日
目
⋮
午
前

ま
た
は
午
後
の
30
分
程
度　
定
員

＝
大
豆
使
用
量
１
２
０
㎏
ま
で　

料
金
＝
大
豆
５
㎏
⋮
３
、５
０
０
円
、

10
㎏
⋮
７
、０
０
０
円

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

�
～
�
い
ず
れ
も　
3
　11
月
15
日

㈪
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
（
１
講

座
に
つ
き
１
枚
）
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
に
希
望
講
座
名
（
�
は

希
望
日
の
番
号
と
希
望
大
豆
量
も
）、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
返
信
の
表
に
自
分
の
あ
て

先
を
記
入
し
て
〒
９
４
０
︱
０
８

２
１
栖
吉
町
３
６
７
０
農
の
駅
あ

ぐ
ら
っ
て
長
岡
へ

　
会
場
は
す
べ
て
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
で
す
。

〈
利
用
案
内
〉

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
番
組
入
れ
替
え
の
た
め
、11
月
30

日
㈫
～
12
月
３
日
㈮
は
休
み
ま
す
。

�
お
絵
描
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

　
～
ク
リ
ス
マ
ス
～

日
時
＝
12
月
５
日
㈰
午
後
１
時
15

分
～
３
時
10
分　
内
容
＝
長
岡
造

形
大
学
生
に
よ
る
星
座
絵
発
表
と

お
絵
描
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
定

員
＝
20
人

�
親
子
で
焼
き
物
を
つ
く
ろ
う

日
時
＝
12
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
午

前
10
時
～
11
時
30
分　
対
象
＝
小

学
３
年
生
～
高
校
生
と
そ
の
保
護

者　
定
員
＝
親
子
６
組

　
料

金
＝
親
子
一
組
５
０
０
円
（
粘
土

１
㎏
４
０
０
円
別
）　

�
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

　
つ
く
ろ
う

日
時
＝
12
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
定
員
＝
20
人

　

料
金
＝
５
０
０
円

�
ゆ
び
編
み
で
マ
フ
ラ
ー
を
つ
く

　
ろ
う

日
時
＝
12
月
18
日
㈯
午
前
10
時
～

▲木沢地区二子山から越後三山を望む

▲キングオブコメディ

　広報テレビ番組「ガオ！」のナビゲーターを務める和島地域出身の久住小春さんの直筆サイン色
紙をプレゼントします。
応募方法＝12月15日㈬（必着）までに、住所、氏名、年齢、電話番号、番組の感想をはがき〒940
－8501（住所記入不要）広報課439・2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.jpで　番組名＝
「ガオ！」　放送時間＝12月10日㈮までの毎週木・金曜日午前０時15分（水・木曜日深夜）　放送
局＝ＵＸ（新潟テレビ21）　4広報課☎39・2202

元モーニング娘。久住小春さんの
サイン色紙プレゼント！

　見た目、香り、
味、粘り、やわら
かさなどは人間が
判断し、水分やた
んぱく質などは機
器で分析。２つの
方法でおいしさを
判定するっス。会
場で審査員と同じ
ご飯を試食してね。

▶
編
み
棒
を
使
わ
ず
、指
を
使
っ
て
編
み

ま
す

▲紅葉の見ごろを迎えるもみじ園（越路地域）
など地域の宝を多数紹介

抽選で１枚
当選者の名前入り！！

　合併した川口地域を含む長岡市在住の農家を対象に、
応募総数321点から書類審査と食味評価機器による２次
・３次審査を突破した上位20点のお米が選ばれました。
　最終審査会では、10人の審査員による食べ比べの審査
により、2010年長岡のうまい米№１を決定します。
　今年は、学校田部門を新設し、稲作体験活動記録を最
終審査会場に掲示します。
日時＝11月19日㈮午前９時30分～午後２時　会場＝みし
ま会館　内容＝上位20点の食べ比べ審査、お米の試食
（100人先着）、上位100点のお米（栽培履歴付き）の展示
4農政課☎39・2223

　今年で４回目となる和太鼓イベント。合併により初参加とな
る「川口あおり太鼓」をはじめ、市内から約20団体、総勢400
人が参加します。子
どもから大人まで各
団体の個性あふれる
演奏のほか、とって
おきの長岡「和太鼓
の会」の統一テーマ
曲も演奏します。
日時＝12月５日㈰午
前10時～午後４時　
会場＝ハイブ長岡　
4地域振興戦略部☎
39・2260

長岡うまい米コンテスト
2010最終審査会

海から山まで“どんどこどん”
越後長岡・和太鼓祭２０１０

▲勇壮な音色が響き渡った昨年の越後長岡・和太
鼓祭
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み
ん
な
で
楽
し
む
子
育
て
の
駅

ち
び
っ
こ
広
場
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
手
ウ
エ
ス

ト
内
２
・
３
階
）

☎
39
・
２
７
７
５

休
館
日
＝
な
し

�
ミ
ニ
講
座　
　
　
　
　
　
　

　
「
冬
の
健
康
管
理
Ｑ
＆
Ａ
」

　
保
健
師
が
冬
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
の
質
問
に
答
え
ま
す
。

日
時
＝
11
月
12
日
㈮
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

�
お
は
な
し
パ
チ
パ
チ

日
時
＝
火
曜
日
を
除
く
毎
日
午

前
10
時
45
分
か
ら
15
分
程
度（
行

事
な
ど
で
変
更
の
場
合
あ
り
）

�
わ
く
わ
く
２
歳
児
デ
ー

　
は
し
ご
や
ト
ン
ネ
ル
で
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
ご
っ
こ
を
し
よ
う
。

　
２
歳
以
外
の
子
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時
＝
11
月
12
日
㈮
・
22
日
㈪
、

12
月
２
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

30
分　
※
22
日
は
歌
や
読
み
聞

か
せ
も
あ
り
ま
す

�
あ
き
や
ま
た
だ
し
絵
本
ラ
イ

　
ブ
！

日
時
＝
11
月
21
日
㈰
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分　
定
員
＝
親

子
50
組

　
3　
11
月
10
日
㈬

か
ら

分
か
ら
20
分
程
度

�
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ほ
の
ぼ
の
タ

　
イ
ム
！

　
更
生
保
護
女
性
会
に
よ
る
交
流

会
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。

日
時
＝
11
月
19
日
㈮
午
前
11
時
か

ら
30
分
程
度

�
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
た
ん
た
ん

　
誕
生
会

　
保
育
士
と
リ
ズ
ム
体
操
や
手
遊

び
な
ど
を
し
ま
す
。
24
日
㈬
は
11

月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
17
日
㈬
・
24
日
㈬
、

12
月
８
日
㈬
午
前
11
時
か
ら
30
分

程
度

�
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

　
子
育
て
中
の
マ
マ
、
妊
婦
さ
ん
、

わ
い
わ
い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広

場
内
）
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
妊
婦
さ
ん

対
象
の
記
載
の
な
い
催
し
は
、
す
べ
て
乳
幼
児
と
保
護
者
が
対
象
で
す
。

�
お
は
な
し
出
て
こ
い

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
読
み
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
30

�
マ
マ
講
座
「
子
ど
も
の
成
長

　
と
言
葉
の
発
達
」

　
子
ど
も
の
言
葉
に
つ
い
て
、

言
語
聴
覚
士
が
話
し
ま
す
。
終

了
後
に
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
＝
11
月
18
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

�
外
国
の
絵
本
を
読
ん
で
も
ら

　
お
う
、
見
て
み
よ
う

日
時
＝
11
月
13
日
㈯
午
前
10
時

30
分
か
ら
30
分
程
度

�
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
！

　
昔
遊
び
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
7
日
㈫
午
前
10
時

30
分
か
ら
30
分
程
度　
対
象
＝

ど
な
た
で
も

�
な
か
よ
し
タ
イ
ム

　
保
育
士
と
リ
ズ
ム
体
操
や
手

遊
び
を
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時

45
分
か
ら
15
分
程
度

�
誕
生
会

　
み
ん
な
で
楽
し
く
お
祝
い
し

も
、
出
産
や
育
児
に
つ
い
て
話
を

聞
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
㈫
、
12
月
7
日

㈫
午
前
11
時
か
ら
1
時
間
程
度　

対
象
＝
1
歳
未
満
の
乳
児
と
そ
の

保
護
者
、
妊
婦

�
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム　
　
　
　

　
（
子
育
て
相
談
）

　
子
育
て
の
悩
み
や
聞
い
て
み
た

い
こ
と
を
、
相
談
員
を
囲
ん
で
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
２
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　
相
談
員
＝
家
庭

児
童
相
談
員

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
手
ウ
エ
ス
ト
内
２
階
）　
　
　

　
　
　
　 　
　
　
　

☎
39
・
２
８
６
０

●�
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

　
ン
タ
ー
会
員
養
成
講
習
会

　
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
欲
し

い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
子
育
て

を
手
伝
い
た
い
人
（
提
供
会
員
）

が
会
員
に
な
っ
て
助
け
合
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
子
ど

も
の
保
育
に
興
味
が
あ
る
人
が
対

象
で
す
。

日
時
＝
11
月
20
日
㈯
・
27
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
３
時
、
30
日
㈫
午

前
10
時
～
午
後
３
時
15
分　
会
場

＝
子
育
て
の
駅
ぐ
ん
ぐ
ん　
内
容

＝
食
事
、
心
の
発
達
、
身
体
の
発

育
と
病
気
、
事
故
と
防
止
対
策
、

保
育
の
心
な
ど　
定
員
＝
50
人

　
保
育
＝
６
人

（
生

後
６
カ
月
以
上
。要
予
約
）

3　
11
月
12
日
㈮
ま
で

●�
会
員
交
流
会　
　
　
　
　
　

　
「
わ
い
わ
い
ミ
ニ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

　
簡
単
で
ヘ
ル
シ
ー
な
お
や
つ

を
管
理
栄
養
士
が
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
13
日
㈪
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分　
会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー　
料
金
＝
２
０
０

円　
定
員
＝
30
人

（
会
員

で
な
い
人
も
可
）　
保
育
＝
８

人

（
生
後
６
カ
月
以
上
。

要
予
約
）　
3
　12
月
３
日
㈮
ま

でて
く
て
く
（
千
秋
１
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
・
３
８
６
０

休
館
日
＝
毎
週
水
曜
日

�
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
講
座　
　

　
「
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
」

　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ス
ト
と
一
緒

に
、
ア
ロ
マ
と
ハ
ー
ブ
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
気
分
に
な
る
方
法

を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
11
月
22
日
㈪
午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分　
対
象
＝
妊

婦　
定
員
＝
20
組

　
3　
11

月
11
日
㈭
～
16
日
㈫

「
ち
び
っ
こ
広
場
」「
て
く
て
く
」「
ぐ
ん
ぐ
ん
」で
は
、
随
時
保

育
士
が
保
育
園
入
園
や
子
育
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
し
ょ
う
。
誕
生
月
以
外
の
人
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
＝
12
月
10
日
㈮
午
前
10
時
45

分
か
ら
30
分
程
度

�
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

日
時
＝
11
月
11
日
㈭
・
25
日
㈭
、

12
月
９
日
㈭
午
前
11
時
か
ら
1
時

間
程
度　
対
象
＝
1
歳
未
満
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者
、
妊
婦

�
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
絵
本
な

ど
を
、
子
育
て
の
駅
サ
ポ
ー
タ
ー

や
お
母
さ
ん
が
読
み
聞
か
せ
を
し

ま
す
。

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
午
後
2
時
30

分
か
ら
30
分
程
度

�
て
く
て
く
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
子
育
て
の
駅
サ
ポ
ー
タ
ー
が
奏

で
る
音
楽
を
ゆ
っ
た
り
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
か

ら
30
分
程
度

�
子
育
て
相
談

期
日
と
相
談
員
＝
11
月
16
日
㈫
⋮

家
庭
児
童
相
談
員
、
12
月
９
日
㈭

⋮
母
子
保
健
推
進
員　
時
間
＝
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

ぐ
ん
ぐ
ん
（
千
歳
１
）

　
　
　
　
　
　     　

☎
30
・
１
０
２
５

休
館
日
＝
毎
週
火
曜
日

�
み
ん
な
で
探
検
！
消
防
署

日
時
＝
11
月
15
日
㈪
午
前
10
時
45

分
か
ら
1
時
間
程
度　
定
員
＝
親

子
30
組

（
大
人
だ
け
で
も
可
）

3　
11
月
10
日
㈬
～
14
日
㈰

�
手
仕
事
カ
フ
ェ

　
好
き
な
手
芸
を
持
ち
寄
っ
て
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
モ
ノ
作

り
を
楽
し
み
ま
す
。　

日
時
＝
11
月
17
日
㈬
、
12
月
1
日

㈬
午
前
10
時
～
正
午　
料
金
＝
１

０
０
円
（
お
茶
付
き
）

�
ミ
ニ
講
座｢

卒
乳
の
豆
知
識｣

　
ど
の
親
子
も
通
る
道
。
助
産
師

が
そ
の
方
法
を
教
え
ま
す
。

日
時
＝
11
月
19
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　
定
員
＝
30
人

（
６
カ
月
未
満
の
子
は
一
緒
に
受

講
可
）　
保
育
＝
10
人

（
生

後
６
カ
月
以
上
。
要
予
約
）　
3

　
11
月
10
日
㈬
～
14
日
㈰

�
ミ
ニ
講
座
「
か
ん
た
ん
・
お
い

　
し
い
・
お
や
つ
の
話
！｣

　
手
軽
で
家
計
に
も
優
し
い
お
や

つ
の
お
話
で
す
（
実
演
・
試
食
あ

り
）。

日
時
＝
11
月
24
日
㈬
午
前
11
時
～

正
午

�
ミ
ニ
講
座
「
も
し
も
の
時
に
身

　
に
つ
け
て
お
き
た
い
救
急
法
」

　
乳
幼
児
の
心
肺
蘇そ

生
法
の
対
応

を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
12
月
３
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午　
定
員
＝
15
人

保
育
＝
10
人

（
生
後
６
カ
月

以
上
。
要
予
約
）　
3　
11
月
22
日

㈪
～
29
日
㈪

�
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

日
時
＝
毎
日
午
前
10
時
45
分
か

ら
15
分
程
度

※
月
曜
日
は
15
分
拡
大
の
お
楽

し
み
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

�
健
康
お
茶
会 

　
気
持
ち
よ
く
新
年
を
迎
え
る

た
め
の
体
操
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
を

楽
し
み
ま
す
。

日
時
＝
12
月
８
日
㈬
午
後
1
時

～
２
時　
料
金
＝
１
０
０
円（
お

茶
付
き
）

�
コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り
を
し
ま

　
せ
ん
か
？

日
時
＝
12
月
９
日
㈭
午
前
10
時

30
分
か
ら
1
時
間
程
度　
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
用
容
器

�
ハ
ッ
ピ
ー
誕
生
会

日
時
＝
11
月
18
日
㈭
午
前
10
時

45
分
か
ら
30
分
程
度

�
お
は
な
し
会

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま

す
。

日
時
＝
毎
日
午
後
2
時
か
ら
15

分
程
度

�
子
育
て
相
談

期
日
と
相
談
員
＝
11
月
25
日
㈭

⋮
保
育
士
、
12
月
８
日
㈬
⋮
家

庭
児
童
相
談
員　
時
間
＝
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▲絵本作家・あきやま
ただしさん

「へんしんトンネル」
や「はなかっぱ」など
でおなじみのあきやま
ただしさんが、絵本の
読み聞かせやギターの
弾き語りライブを行い
ます。親子で絵本の世
界を楽しんでください。

ぐんぐんの
隣にある新
しい消防署
ってどんな
ところ？消
防士の案内
で探検しま
す！

子育て中、ヒヤッ
としたことはない
ですか？そんな時、
親が慌てないよう
に救急法を身に付
けておくと安心で
す！

▲スイス出身のビューラ・ヨー
ルグさん
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●
花
と
緑
の
教
室

①
基
礎
か
ら
始
め
る
バ
ラ
作
り

日
時
＝
11
月
23
日
㈷
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
内
容
＝
鉢
バ
ラ
の
植

え
替
え
、
剪せ
ん

定て
い

な
ど　
講
師
＝
砂

山
淳
子
緑
花

推
進
指
導
員

定
員
＝
20
人

　
3　
11

月
10
日
㈬
～

22
日
㈪
（
5

か
ら
も
可
）

②
正
月
の
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う

　
稲
穂
を
編
ん
で
、
縁
起
物
の
亀

の
飾
り
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
12
月
12
日
㈰
・
18
日
㈯
午

前
10
時
～
11
時
30
分　
会
場
＝
12

日
⋮
緑
花
セ
ン
タ
ー
、
18
日
⋮
み

ん
な
の
体
験
館
（
小
国
地
域
）

講
師
＝
島
峰
悦
子
緑
花
推
進
指
導

員　
定
員
＝
各
15
人

　
料
金

＝
８
０
０
円　
持
ち
物
＝
事
務
用

は
さ
み
、
定
規　
3
　11
月
12
日
㈮

～
12
月
３
日
㈮
（
5
か
ら
も
可
）

�
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル　
　

　
最
優
秀
賞
決
定
！

　
過
去
最
多
の
１
８
１
団
体
が
参

加
。
次
の
団
体
が
最
優
秀
賞
に
決

定
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

　
恵
和
保
育
園
、
前
川
小
学
校
、

東
北
中
学
校
整
美
委
員
会
、
社
会

福
祉
法
人
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議

会
中
之
島
支
所

【
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
参
加

　
団
体
の
活
動
作
品
展
】

部
門

期
日

会　
場

保
育
園
・

幼
稚
園

11/13㈯
　〜28㈰
緑
花
セ
ン
タ
ー

（
火
曜
日
は
休
館
。

祝
日
は
開
館
）

小
学
校

12/ １ ㈬
　〜19㈰

中
学
校

以
上

11/30㈫
〜12/12㈰
市
民
セ
ン
タ
ー

地
域
・

職
場

11/13㈯
　〜28㈰

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し　

 

☎
39
・
２
７
６
３

●�
清
月
会　
水
墨
画
作
品
展

期
日
＝
11
月
10
日
㈬
～
15
日
㈪

●�
長
岡
療
育
園　
作
品
展

期
日
＝
11
月
17
日
㈬
～
22
日
㈪

●�
長
岡
写
真
同
好
会
写
心
展

期
日
＝
11
月
23
日
㈷
～
29
日
㈪

●�
草
月
流
さ
つ
き
会　
　
　
　

　
「
私
の
ク
リ
ス
マ
ス
花
」

期
日
＝
12
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

●�
よ
つ
ば
サ
ー
ク
ル　
押
葉
・

　
押
花
絵
は
が
き
と
押
花
絵
展

期
日
＝
12
月
８
日
㈬
～
13
日
㈪

ど
未
使
用
の
官
製
ハ
ガ
キ
と
使
用

済
み
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ

ト
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
を

集
め
て
い

ま
す
。
収

集
に
ご
協

力
く
だ
さ

い
。

収
集
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
＝
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー「
地
球
広
場
」、中

央
図
書
館
、
互
尊
文
庫
、
西
・
南

・
北
地
域
図
書
館
な
ど

【
集
計
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！
】

集
計
期
間
＝
来
年
１
月
～
３
月
中

旬
の
間
に
15
回
程
度
（
出
来
る
範

囲
で
）

●�
日
本
語
の
会
話
や
ル
ー
ル
を
伝

　
え
な
が
ら
外
国
籍
市
民
と
交
流

　
し
よ
う
！

日
時
＝
12
月
５
日
㈰
①
午
後
０
時

30
分
～
２
時
②
午
後
２
時
～
４
時

内
容
＝
①
日
本
語
を
学
び
始
め
た

ば
か
り
の
外
国
籍
市
民
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
②
外
国

籍
市
民
と
会
話
や
交
流　
講
師
＝

㈳
国
際
日
本
語
普
及
協
会
（
Ａ
Ｊ

Ａ
Ｌ
Ｔ
）・
松
尾
恭
子
さ
ん　
定
員

＝
30
人

　
3　
11
月
30
日
㈫
ま

で

時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

展
示
の
初
日
と
最
終
日
は
、
準
備
と
片
付
け
の
た
め
、
展
示
が
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�
長
岡
デ
ッ
サ
ン
会
作
品
展

期
日
＝
11
月
13
日
㈯
～
19
日
㈮

●�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
　

　
会
員
趣
味
の
作
品
展

期
日
＝
11
月
26
日
㈮
～
29
日
㈪

●�
新
潟
県
囲
碁
連
盟　
県
ア
マ
段

　
位
獲
得
戦

日
時
＝
12
月
５
日
㈰
午
前
９
時
30

分
か
ら

●�
水
月
会　
水
墨
画
展

日
時
＝
11
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

●�
未
使
用
は
が
き
・
使
用
済
み
イ

　
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

　
を
国
際
協
力
に
役
立
て
よ
う
！

収
集
期
間
＝
11
月
20
日
㈯
～
来
年

１
月
31
日
㈪　
内
容
＝
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
地
球
市
民
の
会
」
の
有
志

が
、
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
生

活
と
地
雷
撤
去
活
動
を
支
援
す
る

た
め
に
、
書
き
損
じ
た
ハ
ガ
キ
な

●�
ぶ
ら
り
地
球
旅
行　
　
　
　

　
「
ベ
ト
ナ
ム
＆
マ
レ
ー
シ
ア

　
を
知
ろ
う
！
」

　
留
学
生
が
ア
ジ
ア
文
化
を
紹

介
。
民
族
衣
装
を
着
た
り
、
現

地
の
お
菓
子
を
味
わ
っ
た
り
し

ま
す
。

日
時
＝
11
月
20
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時　
定
員＝
60
人

●�
く
ら
し
の
講
座
「
相
続
・
遺

　
言
の
基
礎
知
識
」
～
借
金
も

　
相
続
す
る
ん
で
す
か
～

日
時
＝
11
月
24
日
㈬
午
後
１
時

30
分
～
３
時　
講
師
＝
日
本
司

法
支
援
セ
ン
タ
ー
法
テ
ラ
ス
新

潟　
弁
護
士
・
野
口
祐ま

さ
ふ
み郁
さ
ん

定
員
＝
30
人

　
3
電
話
で

●�
多
重
債
務
問
題
相
談
日

　
弁
護
士
・
司
法
書
士
が
多
重

債
務
の
相
談
に
応
じ
ま
す
（
秘

密
厳
守
・
要
予
約
）。

日
時
＝
①
11
月
10
日
㈬
・
17
日

㈬
午
後
１
時
30
分
～
４
時
②
28

日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30

分　
3
①
事
前
に
②
11
月
19
日

㈮
ま
で
に
電
話
で

●�
家
庭
用
は
か
り
な
ど
の
無
料

　
検
査

日
時
＝
11
月
26
日
㈮
午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分　
対
象
＝
家

庭
用
は
か
り
（
体
重
計
、
キ
ッ

チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
）、家
庭
・

医
療
機
関
・
学
校
な
ど
の
体
温

計
・
血
圧
計
（
検
査
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
）

●�
平
成
23
年
家
計
簿
の
販
売

価
格
＝
４
０
０
円
（
限
定
１
０

０
部
）　
販
売
所
＝
消
費
者
協

会
事
務
局
（
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
内
）

�
出
前
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
相
談
室

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

期
日

時
間

会　
場

11/９㈫
13:30〜
15:30　
中
之
島
公
民
館

10㈬
14:00〜
16:00　
越
路
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー

11㈭

13:30〜15:30　

三
島
交
流
セ
ン
タ
ー

16㈫

与
板
保
健
セ
ン
タ
ー

19㈮

寺
泊
セ
ン
タ
ー
お
お
こ

う
づ

25㈭

栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ

ー
「
お
り
な
す
」

29㈪

小
国
診
療
所
検
診
棟

30㈫

和
島
保
健
セ
ン
タ
ー

12/2㈭

山
古
志
会
館

7㈫
10:30〜
11:30　
子
育
て
の
駅
「
て
く
て

く
」

9㈭
13:30〜
15:30　
栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ

ー
「
お
り
な
す
」

　
親
子
関
係
、
離
婚
、
Ｄ
Ｖ
な
ど

の
悩
み
を
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
女
性

相
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０
９
０
・
４

０
６
４
・
６
０
１
７
）
へ　
3
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が

お
か
☎
38
・
０
４
５
６
（
月
・
水

・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
５

時
、
第
３
水
曜
日
の
み
午
後
８
時

ま
で
）

●●�
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
図
書
コ
ー
ナ

　
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
女
性
、男
性
の
生
き
方・子
育
て

・
介
護
・
体
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
本
や
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
専
門
書
、

行
政
資
料
を
取
り
そ
ろ
え
、
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　
蔵
書
数
は
現
在
約
１
、６
０
０
冊
。

一
人
３
冊
ま
で
で
、
貸
し
出
し

期
間
は
２
週
間
で
す
。
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
貸
出
ベ
ス
ト
３

①
人
づ
き
あ
い
の
レ
ッ
ス
ン

自
分
と
相
手
を
受
け
入
れ

る
方
法

②
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

③
母
が
重
く
て
た
ま
ら
な
い

墓は
か
も
り
む
す
め

守
娘
の
嘆
き

「
つ
ら
い
」
時
を
し
の
ぐ

ち
ょ
っ
と
し
た
方
法

「まちの案内人」の
耳寄り情報！㉙

　越路地域の今の季節は何といってももみじ園。今年はＬＥ
Ｄ照明30基で紅葉をさらに美しく照らします。11月23日㈷ま
で楽しめるライトアップへお
越しください。4繋がりの駅
成田屋☎92・2478

▲まちの案内人の小林さん

来迎寺駅
●

もみじ園

文

小
千
谷
←

関
越
自
動
車
道

繋がりの駅
成田屋
（酒商成田屋）

信　

濃　

川

長岡→

越路小学校

越路橋
●

越路支所

来迎寺駅

越路地域の観光にお越しの
際にはぜひお気軽にお立ち
寄りください。

▲受賞を喜ぶ長岡市社会福祉協議会中之島支所の職員と利用者のみなさん

　平成24年１月のオープンに向けて整備が進むシティホールプラザ「アオーレ長岡」の建設現場を見てみませんか。
日時＝11月14日㈰午前10時30分～正午（雨天決行）　集合＝アオーレ長岡大手通側ゲート　対象＝小学生以上
（小学生は保護者同伴）　持ち物＝歩きやすい服装、靴　※駐車場はありません。参加者数の状況により、時間
を調整する場合があります。　4シティホール整備室☎39・2299

「アオーレ長岡」建設現場の見学会

▶長岡技術科学大学の留学生のトゥイさ
ん（右）、ファムさん

▲昨年の作品展

花
を
育
て
る
こ
と
で
毎
日
の

生
活
に
潤
い
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ベトナムの民族衣装・アオザイ
などの試着体験もありますよ！
アジア旅行をした気分で楽しん
でください。
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�
文
化
講
座　
月
に
感
じ
る
心　

　
「
新
古
今
和
歌
集
」
か
ら

　
優
美
で
繊
細
な
歌
集
の
世
界
を

鑑
賞
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
11
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時
30
分　
講
師
＝
長
岡
大
学
教

授
・
小
川
幸
代
さ
ん　
定
員
＝
１

８
０
人

　
3
　11
月
16
日
㈫
か

ら�
文
化
講
演
会
「
論
語
の
魅
力
」

　
孔
子
の
言
葉
や
弟
子
と
の
対
話

を
編へ

ん
纂さ

ん
し
た
論
語
を
解
説
し
、
現

代
人
が
失
い
か
け
て
い
る
大
切
な

モ
ノ
を
考
え
ま
す
。

日
時
＝
12
月
５
日
㈰
午
後
２
時
～

３
時
30
分　
講
師
＝
文
教
大
学
教

授
・
謡う
た
ぐ
ち
は
じ
め

口
明
さ
ん　
3
　11
月
10
日

㈬
か
ら
窓
口
ま
た
は
電
話
で

�
貴
重
資
料
公
開
講
座

　
中
央
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
資
料

を
解
説
付
き
で
公
開
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
19
日
㈰
午
後
２
時
～

３
時
30
分　
内
容
＝
中
沢
雪せ
つ
じ
ょ
う城や

長
沢
赤せ
き
じ
ょ
う城の
書
な
ど　
講
師
＝
中

央
図
書
館
・
今
井
雄
介
嘱
託
員　

定
員
＝
20
人

　
3
　11
月
10
日

㈬
か
ら

�
映
画
会

日
時
と
内
容
＝
①
11
月
10
日
㈬
午

後
２
時
～
３
時
40
分
「
死
刑
台
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
（

’58 
年
フ
ラ
ン

ス
）
②
28
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時

30
分
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
向
こ
う

側
～
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
管
弦
楽

団
の
秘
密
～
」（

’04 
年
ア
メ
リ
カ
）

定
員
＝
各
１
９
０
人

�
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

　
感
想
や
著
者
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
10
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
テ
ー
マ
＝
小
学
生
向

け
の
詩
の
本
、
な
ぞ
な
ぞ
の
本

●
郷
土
の
歴
史
資
料
展
示
会　
　

　
「
安
禅
寺
文
書
に
み
る
長
岡
」

　
蔵
王
の
安
禅
寺
に
伝
わ
る
江
戸

時
代
の
古
文
書
や
絵
図
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
12
日
㈮
～
23
日
㈷
午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
18
日
㈭
は

休
館
）　
会
場
＝
互
尊
文
庫　
展

示
解
説
＝
11
月
12
日
㈮
・
17
日
㈬

午
前
11
時
～
正
午　
講
師
＝
長
岡

郷
土
史
研
究
会
会
員
ほ
か

�
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
時
＝
12
月
11
日
㈯
午
後
１
時
～

２
時　
内
容
＝
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ

ン
ジ　
定
員
＝
16
人

（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
料
金

＝
２
、０
０
０
円　
持
ち
物
＝
花
用

は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー　
3
　11
月
10

日
㈬
か
ら

�
み
に
み
に
上
映
会

日
時
＝
11
月
21
日
㈰
午
前
11
時
～

正
午　
内
容
＝
四
大
文
明
「
エ
ジ

プ
ト
そ
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
つ
く

ら
れ
た
」

�
新
潟
県
立
近
代
美
術
館　
　
　

　
出
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
　
　

「
マ
テ
ィ
ス
の
切
り
絵
に
迫
る
」

　
マ
テ
ィ
ス
の
作
品
「
ジ
ャ
ズ
」

の
切
り
絵
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
14
日
㈰
午
後
１
時
～

２
時　
対
象
＝
小
学
生
以
上

●
ぽ
ん
っ
！
と
む
か
し
ば
な
し

　
長
岡
民
話
の
会
に
よ
る
む
か
し

ば
な
し
の
紙
芝
居
と
語
り
で
す
。

日
時
＝
11
月
14
日
㈰
午
前
11
時
～

11
時
30
分

●
読
者
の
つ
ど
い

　
読
書
感
想
や
体
験
な
ど
を
話
し

合
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
26
日
㈮
午
後
７
時
～

８
時
30
分　
テ
ー
マ
＝
立
松
和
平

著
「
光
の
雨
」

●
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

日
時
＝
11
月
28
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　
内
容
＝
お
話
会

ス
ペ
シ
ャ
ル
、
秋
の
お
話

●
お
た
の
し
み
「
ぷ
ち
」
上
映
会

日
時
＝
11
月
13
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　
内
容
＝
ま
ん
が

日
本
昔
話
「
金
太
郎
」、「
宝
の
下

駄
」、「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
な

ど�
は
ま
な
す
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ

日
時
＝
11
月
19
日
㈮
午
前
10
時
～

10
時
30
分　
内
容
＝
絵
本
の
読
み

聞
か
せ

�
工
作
教
室
「
お
正
月
か
ざ
り
を

　
作
ろ
う
」

日
時
＝
12
月
25
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
正
午　
対
象
＝
小
学
生
（
２

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
定

員
＝
20
人

　
3
　12
月
４
日
㈯

か
ら

長岡市芸術文化振興財団☎29・7715
　チケットの購入は、お問い合わせください（公演に
より年齢制限あり）。
�東京フィルハーモニー交響楽団長岡特別演奏会
　第12回チャイコフスキー国際コンクール・ピアノ部
門第１位の上原彩子をソリストに迎えます。
日時＝11月9日㈫午後７時～９時　会場＝市立劇場　
料金＝Ｓ席4,000円、Ａ席3,000円　指揮＝船橋洋介　
ピアノ＝上原彩子　曲目＝ベートーヴェン／ピアノ協
奏曲第５番変ホ長調op.73「皇帝」など
�リリック演劇祭vol.14 シアターゴーイング
　地元劇団が一堂に会し公演を行います。
期日＝11月27日㈯・28日㈰、12月4日㈯・5日㈰（各劇
団の公演時間はお問い合わせください）　会場＝リリ
ックホール　料金＝フリーパス券2,000円、１公演券
1,000円（全席自由、１公演券のみ当日200円増）　出
演劇団＝Area-Zero、劇団お転婆ゲット・バニー、ユ
ニット「T.G.V.」、平成ぽこ、Cheap Theater ゆでた

まごの会、WARP
�野村万作 狂言会
　人間国宝・野村万作と一門
による狂言会です。日本特有
の伝統芸能による、洗練され
た「笑い」の世界をお楽しみ
ください。
日時＝11月13日㈯午後２時～
４時　会場＝リリックホール
料金＝全席指定3,000円　演
目＝萩大名、舟

ふなわたしむこ

渡聟
�リリックホール・コーラ
　スフェスティバル
　アマチュアコーラスグループが、日ごろの練習の成
果を披露します。
日時＝12月12日㈰正午から　会場＝リリックホール

開園時間＝午前９時30分～午後４時
30分　入園料＝65歳以上200円、高
校生以上400円、小・中学生80円　
駐車料＝普通車300円、大型車1,000
円、二輪車100円　11月の休園日＝
８日㈪・15日㈪・29日㈪

●�カイト・グライダー教室
　凧や飛行機を作って、大空いっぱ
いに飛ばしてみませんか。
日時＝11月14日までの土・日・祝日
午前10時～午後３時30分　会場＝暖
の館　料金＝500円

●●�里山見どころ散歩
　秋の里山の草花などをガイドスタ
ッフがご案内します。
日時＝11月14日までの日曜・祝日午
前11時30分～午後２時30分（随時受
付）　集合＝里山管理事務所

●�かや刈り＆焼き芋体験
　かやぶき屋根の材料を刈ります。
作業後は焼き芋を食べます。
日時＝11月７日㈰午前10時30分～午
後２時30分　集合＝里山管理事務所

定員＝20人先着　3事前に

●�ピザづくり体験教室
　生地作りやトッピングなど、本格
ピザ作りに挑戦しませんか。
日時＝11月13日㈯・20日㈯・21日㈰
・23日㈷・27日㈯・28日㈰午前10時
30分～正午　会場＝暖の館　料金＝
ピザ１枚につき1,000円（ドリンク付
き）　定員＝各20人先着　3事前に

●�ディスクゴルフ体験
　専門家がルールやコツを分かりや
すく教えます。
日時＝11月14日㈰午前10時～午後４

時　会場＝フォリーの丘ディスクゴ
ルフコース

●�サンデー里山ガイド
　秋の自然探勝路をボランティアの
ガイドでゆっくり楽しんでみません
か。
日時＝11月14日㈰午後０時30分～３
時　集合＝花と緑の館

●�むかごご飯づくり
　里山でむかごを収穫して、かまど
でむかごご飯を作ってみませんか。
日時＝11月14日㈰午前10時30分～午
後０時30分　会場＝里山体験工房　
料金＝300円　定員＝15人先着　3
事前に

●�木の実・草の実観察会
　里山で、木の実や草の実など、さ
まざまな秋の実りを観察します。
日時＝11月21日㈰午前10時30分～午
後０時30分　集合＝里山管理事務所
定員＝30人先着　3事前に

国営越後丘陵公園　☎47・8001

▲舟渡聟
▲講師に教わりながら本格ピザ作りに挑戦

▶
死
刑
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

▶
謡
口
明
さ
ん

数年に１回しか公開しない中
沢雪城の書は必見っス。長岡
藩士の家に生まれ、江戸で
巻
ま き り ょ う こ

菱湖に書を学んだ雪城。穏
健で端麗な筆跡に注目してね！

「色彩の魔術師」と呼ばれた
アンリ・マティス。色紙をハ
サミで切って貼る彼の技法を
学びます



市政だより　2010.11 20市政だより　2010.1121

市政功労者表彰
▼多年にわたり市議会議員として尽
　くされた功績
　杵渕　俊久

市表彰
▼「みどりの愛護」功労者国土交通
　大臣表彰を受賞された功績
　里山づくりの会
　長岡市立関原中学校

▼第48回農林水産祭で農林水産大臣
　賞を受賞された功績
　鷲頭　勝行

▼第64回トキめき新潟国民体育大会
　剣道競技に出場し、優勝された功
　績
　菊池　和史　　白井　吉満

▼第64回トキめき新潟国民体育大会
　柔道競技に出場し、優勝された功
　績
　柴野　亜希

▼多年にわたり伝統文化の継承活動
　を続けられた功績
　成願寺町神楽保存会

▼多年にわたり献血を続けられた功
　績
　新井　真美　　石橋　　勝
　大矢　静香　　小野　敏徳
　金子　智仁　　鎌田　敏明
　佐藤　　茂　　柴田　　剛
　戸田　　貢　　庭山　　満
　長谷川　博　　平澤　昌史
　星野　文雄　　三浦　光恵
　山﨑　浩一　　米山　英人
　渡辺　　實

▼多年にわたり農業委員会委員とし
　て尽くされた功績
　髙橋　正徳

▼多年にわたり町内会長として尽く
　された功績
　野中　久侍

　吉田アサノ　　吉田美千代

▼多年にわたり体育指導委員として
　尽くされた功績
　田中　政美　　平澤　勝司
　藤田　智浩

▼多年にわたり消防団員として尽く
　された功績
　青栁　和夫　　池津　庄悟
　大橋　　衛　　岡　　清一
　金子　正幸　　樺澤　文雄
　小林　和昭　　近藤　　仁
　齋藤　洋介　　佐藤　昌文
　佐藤　　勝　　髙野　　久
　田村　富夫　　中村　光好
　星野　勇一　　丸山　雅行
　箕輪　貴一　　諸橋　市郎
　森山　秀夫　　山田　良男
　山本志津男

地域社会貢献者褒賞
▼多年にわたり福祉施設でボランテ
　ィア活動を続けられた功績
　橘会　　　　　加納　ミチ
　坂田ハルイ　　羽鳥　睦子　　

▼多年にわたり福祉施設で慰問活動
　を続けられた功績
　ゆうあいグループ

▼多年にわたり地域福祉ボランティ
　ア活動を続けられた功績
　パソコン・ココの会
　吉田　利夫

▼多年にわたり伝統芸能の継承活動
　を続けられた功績
　六日市なかよし子供神楽会

▼多年にわたり地域の文化振興活動
　を続けられた功績
　今井　厚

▼多年にわたり街頭で交通安全指導
　を続けられた功績
　　桐　義則　　田野冨美雄
　中川　　惶

▼多年にわたり統計調査員として尽
　くされた功績
　井良沢一元　　遠藤　茂子
　小田　　勝　　加藤　　徹
　松島　和美

▼多年にわたり民生委員・児童委員
　として尽くされた功績
　江口　徹也　　菊地　　湛
　喜多まゆみ　　桒原佐久一
　小林　滿子　　駒形　玉枝
　髙橋　英夫　　田中ミチ子
　内藤　克己　　長谷川芙美子
　山田　喜一

▼多年にわたり民生委員・児童委員、
　保護司として尽くされた功績
　樋口　里子

▼多年にわたり保護司として尽くさ
　れた功績
　石黒　和衛　　伊部　　登
　佐々木信義

▼多年にわたり青少年育成員として
　尽くされた功績
　高橋　芳江

▼多年にわたり学校医として尽くさ
　れた功績
　青栁　　徹　　太田　　裕
　
▼多年にわたり学校歯科医として尽
　くされた功績
　佐藤　直久　　高野　和弘
　中川　　昭　　成田　幸則
　山田　潤造　

▼多年にわたり母子保健推進員とし
　て尽くされた功績
　西川　キヨ

▼多年にわたり食生活改善推進委員
　として尽くされた功績
　池津アヤ子　　江村カツミ
　遠藤　和子　　　桐　　操
　金子　康子　　齋藤　弘子
　斉藤美代子　　下田ユキイ
　髙橋　　愛　　高橋リン子
　橘　　信子　　筑山ヨシ子
　　澤　ムツ　　森本　信子

�
新
潟
県
女
子
駅
伝
競
走
大
会
を

　
応
援
し
よ
う
！

日
時
＝
11
月
14
日
㈰
午
前
11
時
ス

タ
ー
ト　
コ
ー
ス
＝
市
営
陸
上
競

技
場
前
～
大
手
大
橋
～
大
手
通
り

～
中
央
図
書
館
前
～
栖
吉
町
（
折

り
返
し
）　
4
新
潟
県
女
子
駅
伝

競
走
大
会
事
務
局
・
佐
藤
さ
ん
☎

33
・
５
５
０
８

�
市
民
体
育
祭　
　
　
　
　
　
　

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
＝
11
月
23
日
㈷
午
前
８
時
30

分
か
ら　
会
場
＝
北
部
体
育
館

種
目
＝
９
人
制
一
般
男
・
女　
料

金
＝
１
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円　
抽

選
会
＝
11
月
17
日
㈬
午
後
６
時
30

分
か
ら
市
民
体
育
館
会
議
室
で

3
　11
月
12
日
㈮
ま
で
に
料
金
を
添

え
て
㈶
長
岡
市
体
育
協
会
へ

�
市
民
体
育
祭
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　
ル
大
会

日
時
＝
12
月
１
日
㈬
～
４
日
㈯
午

後
６
時
か
ら
、
５
日
㈰
午
前
８
時

30
分
か
ら　
会
場
＝
１
～
４
日
⋮

市
民
体
育
館
、
５
日
⋮
南
部
体
育

館　
種
別
＝
一
般
男
・
女　
料
金

＝
１
チ
ー
ム
３
、５
０
０
円　
3　
11

月
10
日
㈬
ま
で
に
料
金
を
添
え
て

㈶
長
岡
市
体
育
協
会
へ

�
市
民
体
育
祭
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時
＝
12
月
５
日
㈰
午
前
10
時
か

ら　
会
場
＝
ド
リ
ー
ム
ボ
ウ
ル
長

岡　
種
別
＝
Ａ
部
門
⋮
ア
ベ
レ
ー

ジ
１
５
０
以
上
、
Ｂ
部
門
⋮
ア
ベ

レ
ー
ジ
１
５
０
以
下　
定
員
＝
55

人

　
料
金
＝
１
、５
０
０
円

3　
12
月
１
日
㈬

ま
で
に
ド
リ
ー

ム
ボ
ウ
ル
長
岡

☎
36
・
５
５
７

３
へ

�
市
民
体
育
祭
体
操
競
技
大
会

日
時
＝
12
月
18
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
開
会
式　
会
場
＝
市
民
体
育
館

種
別
＝
小
・
中
・
高
校
各
１
部
・

２
部
、
一
般
の
部　
種
目
＝
自
由

演
技
（
詳
し
い
種
目
は
各
体
育
館

に
あ
る
要
項
に
掲
載
）　
参
加
資

格
＝
市
内
お
よ
び
近
郊
に
在
住

料
金
＝
小
学
生
５
０
０
円
、
中
学

生
１
、０
０
０
円
、
高
校
生
・
一
般

２
、０
０
０
円　
3　
11
月
26
日
㈮
正

午
（
必
着
）
ま
で
に
〒
９
４
０
︱

２
３
１
４
上
岩
井
６
５
０
５
の
２

市
民
体
育
祭
体
操
競
技
大
会
事
務

局
・
八
木
義
克
さ
ん
へ

�
市
民
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

日
時
＝
12
月
23
日
㈷
午
前
９
時
～

午
後
３
時　
会
場
＝
南
部
体
育
館

種
目
＝
男
・
女
各
Ａ
ク
ラ
ス
（
２

年
以
上
の
卓
球
経
験
者
）、Ｂ
ク
ラ

ス
（
初
心
者
）　
料
金
＝
１
人
５

０
０
円　
3　
12
月
10
日
㈮
ま
で
に

長
岡
市
卓
球
協
会
・
星
田
さ
ん
Ｅ

メ
ー
ルhoshida@

coral.ocn.n
e.jp

、
4
０
２
０
・
４
６
６
５
・

２
０
４
０
へ　
4
長
岡
市
卓
球
協

会
・
星
田
さ
ん
☎
０
９
０
・
３
０

８
３
・
５
４
９
１

�
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
体
験
教

　
室

日
時
＝
11
月
17
日
～
12
月
８
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
15
分

～
８
時
45
分
（
計
４
回
）　
会
場

＝
宮
内
小
学
校　
料
金
＝
２
、０
０

０
円　
3　
11
月
14
日
㈰
ま
で
に
㈶

長
岡
市
体
育
協
会
へ　
4
長
岡
市

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
・
内

山
さ
ん
☎
36
・
７
８
８
７

�
冬
季
テ
ニ
ス
教
室

①
ち
び
っ
子
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
12
月
10
日
～
来
年
３
月
11

日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
４
時
30
分

～
５
時
30
分
（
12
月
24
日
・
31
日
、

１
月
７
日
、
２
月
11
日
を
除
く
計

10
回
）　
対
象
＝
年
長
児
～
小
学

１
年
生
の
初
心
者　
定
員
＝
30
人

　
料
金
＝
５
、０
０
０
円

②
小
学
生
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
12
月
２
日
～
来
年
３
月
24

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
５
時
～
６

時
50
分
（
12
月
30
日
、
１
月
20
日

を
除
く
計
15
回
）　
対
象
＝
小
学

２
～
５
年
生　
定
員＝
若
干
名

料
金
＝
１
０
、０
０
０
円

③
中
学
生
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
12
月
２
日
～
来
年
３
月
24

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
９

時
（
12
月
30
日
、
１
月
20
日
を
除

く
計
15
回
）　
対
象
＝
小
学
６
年

生
の
経
験
者
と
中
学
生　
定
員
＝

30
人

　
料
金
＝
１
０
、０
０
０

円　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

①
②
③
い
ず
れ
も　
会
場
＝
南
部

体
育
館　
3　
11
月
20
日
㈯（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、
生
年
月

日
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

保
護
者
名
、
返
信
あ
て
名
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
︱
１
１
０
６
宮
内

４
の
６
の
36
石
原
法
男
さ
ん
へ　

4
長
岡
市
テ
ニ
ス
協
会
・
石
原
さ

ん
☎
０
９
０
・
４
５
３
６
・
０
０

９
０

●
ふ
れ
愛
の
つ
ど
い

　
障
害
の
あ
る
人
も
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
5
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
4
時　
会
場
＝
新
産
体
育
館

内
容
＝
競
技
の
講
習
と

実
践　
3　
11
月
19
日
㈮

ま
で　
※
当
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す

�
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム　

　
（
要
予
約
）　

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
が
わ
か
ら

な
い
人
や
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と

す
る
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ト

レ
ー
ナ
ー
が
作
成
し
、
指
導
し
ま

す
。

�
女
性
限
定
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ

　
グ
ラ
ム
（
要
予
約
）

　
軽
い
負
荷
を
か
け
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
継
続
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

�
�
い
ず
れ
も　
日
時
＝
随
時　

料
金
＝
１
回
５
０
０
円
（
体
育
館

使
用
料
別
）　
持
ち
物
＝
内
履
き
、

運
動
で
き
る
服
装

▶
昨
年
の
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
の
奨
励
賞
「
新
潟
県
女
子
駅

伝
ス
タ
ー
ト
」（
撮
影
者
・
栗
山
泰
一
郎

さ
ん
）

11月３日、表彰式を市役所で行います。
さまざまな分野で長岡市の発展に尽くされた方々をご紹介します（敬称略）。

長岡市表彰　晴れの受賞者
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�
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

　
健
康
に
関
す
る
相
談
に
保
健
師

・
栄
養
士
が
個
別
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
㈫
午
後
1
時
30

分
～３
時
30
分　
定
員
＝
10
人

持
ち
物
＝
健
康
手
帳（
あ
る
人
）

3
　11
月
12
日
㈮
ま
で

�
こ
こ
ろ
の
相
談
会

　
「
夜
眠
れ
な
い
」「
気
持
ち
が
沈

む
」「
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
が
増
え
た
」

な
ど
は
こ
こ
ろ
の
疲
れ
の
サ
イ
ン

か
も
。

　
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
15
日
㈪
午
後
２
時
～

４
時　
相
談
員
＝
田
宮
病
院
臨
床

心
理
士　
定
員
＝
２
人

　
3

　11
月
10
日
㈬
ま
で

�
健
康
ト
レ
イ
ン
に
乗
ろ
う
！

　
あ
な
た
の
生
活
習
慣
は
脱
線
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
糖
尿
病
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
生
活
習
慣
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
12
月
６
日
㈪
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
、
20
日
㈪
午
前
９

時
30
分
～
午
後
１
時（
計
２
回
）

内
容
＝
講
義
、
調
理
実
習
、
運
動

実
技　
定
員
＝
30
人

　
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　
3
　11

月
29
日
㈪
ま
で
に
長
岡
市
食
生
活

改
善
推
進
委
員
協
議
会
事
務
局（
健

康
課
内
）
へ

�
カ
ラ
ダ
大
改
造
プ
ロ
グ
ラ
ム　

　
（
お
手
軽
コ
ー
ス
）

　
健
康
づ
く
り
の
鉄
則
を
お
伝
え

し
ま
す
。

期
日
＝
①
栄
養
編
⋮
12
月
３
日
㈮

②
運
動
編
⋮
12
月
13
日
㈪　
時
間

＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時　
内
容

＝
保
健
師
・
栄
養
士
の
講
話
、
運

動
実
技
な
ど　
対
象
＝
64
歳
以
下

（
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
を
除

く
）　
定
員
＝
各
15
人

　
持

ち
物
＝
健
診
結
果・健
康
手
帳（
あ

る
人
）　
3
　①
11
月
30
日
㈫
②
12

月
８
日
㈬
ま
で

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

�
～
�
い
ず
れ
も　
会
場
＝
健
康

セ
ン
タ
ー

�
卒
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
禁
煙
し
た
い
人
を
応
援
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
18
日
㈭
、
12
月
16
日

㈭
、
来
年
２
月
17
日
㈭
午
後
１
時

～
３
時
（
計
３
回
）　
会
場
＝
教

育
セ
ン
タ
ー　
内
容
＝
禁
煙
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
講
話
、
ニ
コ
チ

ン
依
存
度
検
査
な
ど　
講
師
＝
医

師
、
保
健
師
、
精
神
保
健
福
祉
士

ほ
か　
対
象
＝
64
歳
以
下
の
今
年

中
に
禁
煙
し
た
い
人　
定
員
＝
15

人

　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具　

3
　11
月
11
日
㈭
ま
で

�
新
潟
発
！
笑
い･

元
気･

健
康　

　
～
が
ん
を
遠
ざ
け
る
生
活
習
慣
～

日
時
＝
11
月
28
日
㈰
午
後
２
時
～

５
時　
会
場
＝
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

長
岡　
内
容
＝
生
活
習
慣
と
が
ん

に
関
す
る
研
究
成
果
紹
介
、「
新
潟

●
頭
い
き
い
き
教
室
（
脳
ト
レ
）

　
簡
単
な
読
み
・
書
き
・
計
算
で
、

楽
し
く
脳
ト
レ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
２
日
～
３
月
17
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
午

後
３
時
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
。

12
月
30
日
を
除
く
計
15
回
）　
会

場
＝
種
苧
原
公
民
館
（
山
古
志
種

苧
原
）　
対
象
＝
65
歳
以
上　
定

員
＝
20
人

　
料
金
＝
月
３
０

０
円　
3
　11
月
25
日
㈭
ま
で

●
11
月
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
見
す
ご
す
な

	

幼
い
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
、

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

4
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー

☎
39
・
０
８

８
９

●
保
護
者
の
た
め
の
就
活
応
援
講
座

　
就
職
活
動
の
実
態
な
ど
を
学
び
、

子
ど
も
の
就
活
を
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

日
時
＝
11
月
27
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分　
会
場
＝
中

央
図
書
館　
内
容
＝
新
潟
大
学
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
西
條

秀
俊
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
共
に
考

え
、
納
得
で
き
る
就
職
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
。」、企
業
採
用
担
当
者
や

内
定
獲
得
者
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
担
当
者
に

よ
る
個
別
相
談
会　
対
象
＝
大
学

（
院
）、短
大
、
専
修
学
校
な
ど
に

通
う
学
生
の
保
護
者　
定
員
＝
１

５
０
人

　
3
　11
月
22
日
㈪
ま

で
に
な
が
お
か
就
職
・
Ｕ
タ
ー
ン

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
☎
25
・
０
８
９

０
へ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.de-job-ra.net

へ　
4
商

業
振
興
課
☎
39
・
２
２
２
８

●
灯
油
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

　
冬
は
灯
油
の
流
出
事
故
が
多
発

し
ま
す
。
河
川
に
流
れ
出
る
と
、

環
境
悪
化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

①
小
分
け
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

②
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
完
全
に
閉

　
め
た
か
確
認
す
る

③
タ
ン
ク
の
配
管
や
ホ
ー
ス
な
ど

　
が
破
損
し
て
い
な
い
か
日
ご
ろ

　
か
ら
点
検
す
る

な
ど
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
万
一
漏
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

元
栓
を
締
め
、
新
聞
紙
や
タ
オ
ル

な
ど
で
外
部
へ
流
出
し
な
い
よ
う

応
急
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
に
消
防
本
部
ま
た
は
市
役
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

4
消
防
本
部
☎
36
・
０
１
１
９
、

河
川
港
湾
課
☎
39
・
２
２
３
３
、

環
境
政
策
課
☎
24
・
０
５
２
８
、

各
消
防
署
・
出
張
所
、
各
支
所
建

設
課
・
市
民
生
活
課
（
栃
尾
支
所

は
環
境
衛
生
課
）

●
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
に
お

　
け
る
都
市
計
画
変
更
案
説
明
会

　
を
開
催
し
ま
す

日
時
＝
11
月
30
日
㈫
午
後
７
時
か

ら　
会
場
＝
青
葉
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　
内
容
＝
①
陽
光
台

地
区
（
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
運
動

公
園
）
に
お
け
る
用
途
地
域
お
よ

び
高
度
地
区
の
変
更
②
長
岡
業
務

拠
点
地
区
（
長
岡
オ
フ
ィ
ス
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
）
地
区
計
画
の
変
更　

4
都
市
計
画
課
☎
39
・
２
２
２
５

県
元
気
大
使
」
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー　
講
師
＝
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
・
津
金
昌
一
郎
さ
ん
、
新

潟
県
元
気
大
使
・
佐
藤
万
成
さ
ん

（
さ
と
う
内
科
・
青
山
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）、江
口
歩
さ
ん
（
新
潟
お

笑
い
集
団
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
代
表
）

定
員
＝
３
５
０
人

　
3
　11
月

15
日
㈪
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電

話
番
号
、
申
込
人
数
、
返
信
の
表

に
自
分
の
あ
て
先
を
記
入
し
て
〒

９
４
０
︱
０
８
６
１
長
岡
市
川
崎

町
２
７
１
１
の
１
長
岡
保
健
所
企

画
調
整
課
☎
33
・
４
９
３
０
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhtt

p://w
w
w
.nagaokakenko.

com

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル

　
妊
娠
や
出
産
を
学
ん
だ
り
相
談

し
た
り
す
る
場
で
す
。

日
時
＝
12
月
10
日
㈮
午
後
6
時
45

分
～
8
時
45
分　
会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー　
内
容
＝
沐
浴
実
習
、
助

産
師
・
保
健
師
か
ら
の
情
報
提
供

対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫　
定
員
＝

35
組

　
持
ち
物
＝
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル

１
枚
、フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、ビ

ニ
ー
ル
袋
、
父
と
子
の
メ
モ
リ
ア

ル
カ
ー
ド　
3
　11
月
10
日
㈬
か
ら

　交通渋滞の緩和や地球温暖化防止などの環境対策のため、94事業所と個人で取り組んだ市民（延べ6,683人）が
ながおかノーマイカーデー（９月６日㈪～10日㈮）に参加しました。ご協力ありがとうございました。
　実施率の高い９事業所を優良事業所として表彰しました。
4交通政策課☎39・2267

２０１０
ながおかノーマイカーデー優良事業所を表彰

この期間に削減された二酸
化炭素の量は約13.6トン。
これは、985世帯が１日に
排出する量に相当。約150
ヘクタール（悠久山公園の
約4.2個分）のブナ林が１日
で吸収する二酸化炭素の量
が削減されたことになるな
んて驚きだよね。
小さなことでもみんなで取
り組むと大きな成果に！

　「喜
き
努
ど
愛
あい
楽
らく
」をテーマに募集した介護川柳に、235通の応

募がありました。入賞作品の一部をご紹介します。
○感動賞（古川久雄さん）　

○ユーモア賞（五十嵐亨さん）　

★入賞全７作品は市ホームページに掲載します。
★応募全作品を公開します。
・11月８日㈪～12日㈮…市役所本庁１階
・11月15日㈪～19日㈮…市民センター１階
★入賞作品は来年のカレンダーにして、市の施設などに掲
　示します。

1
いい

1月
ひ

1
いい

1日
ひ

は「介護の日」
介護川柳入賞作品決定！

4介護保険課☎39・2245

　11月20日㈯から、長倉農住土
地区画整理事業の施行に伴い、長
倉町、鉢伏町、土合町、悠久町の
各一部の町の名称が変わり、新た
に長倉一丁目～四丁目、長倉南町、
長倉西町ができます。
4市民課☎39・2215

至新潟

至小千谷

長
岡
大
学
●

悠
久
山
プ
ー
ル
●

国
道
17
号

ダイエープロビス
フェニックスプール●

長倉南町

長倉西町

長倉四丁目

長倉
二丁目

悠久町
四丁目

長倉
一丁目

長倉
三丁目

町名変更の
お知らせ

子ども虐待防止の
「オレンジリボン」

照れながら
　　　靴を履かせた
　　　　　　初介護

ボクがやる
　　　介護は何かと
　　　　　　　ませた孫

▲（左から）江口歩さん、佐藤万成さん

▲表彰を受けた越後ながおか農業協同組合・
小黒さん（左）と横山さん

　ツキノワグマの目撃件数が急増しています。
　県内ではクリ拾いで山に入った男性がクマに
襲われる事故も発生しています。エサを求めて
動き回り、人里に出没する恐れもあります。十
分注意してください。

4危機管理防災本部☎39・2262

クマ出没多発 注意!!！ 山に入るときは特に注意
　鈴や携帯ラジオな
どを鳴らして、人の
存在を
知らせ
てくだ
さい。

新
潟
県
元
気
大
使（
ケ
ー
シ
ー
ズ
）

は
、
新
潟
県
を
健
康
長
寿
日
本

一
に
す
る
目
標
を
掲
げ
、
お
笑

い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
県
内
で
巡

回
公
演
し
て
い
る
お
笑
い
健
康

ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。

相乗りや自転車、
徒歩に代えて通勤。
自転車は渋滞知ら
ずで快適。相乗り
は仲間探しで新た
　　　なコミュニ
　　　ケーション
　　　も。思わぬ
　　　効果もあり
　　　ますよ。
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●
町
内
会
活
動
の
設
備
を
整
備
し

　
ま
し
た
（
平
成
22
年
度
自
治
宝

　
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し

て
、
次
の
用
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

4
市
民
活
動
推
進
課
☎
39
・
２
２

０
６

●
上
級
救
命
講
習
会

　
心
肺
蘇そ

生
法
（
成
人
・
小
児
・

乳
児
）、Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
使
用
方
法
、
傷
病
者

の
管
理
法
な
ど
高
度
な
応
急
手
当

の
講
習
会
で
す
。

日
時
＝
11
月
28
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
６
時　
会
場
＝
与
板
消
防
署

定
員
＝
30
人

　
3
　11
月
21
日

㈰
午
前
９
時
か
ら
与
板
消
防
署
救

急
係
☎
72
・
２
５
７
２
へ

●
会
社
の
福
利
厚
生
は　
　
　
　

　
お
任
せ
く
だ
さ
い

　
会
社
が
単
独
で
は
で
き
な
い
福

利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
活

気
あ
る
職
場
づ
く
り
を
応
援
し
ま

す
。
入
会
を
希
望
・
検
討
し
た
い

会
社
に
は
、
説
明
に
伺
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
①
結
婚
、
出
産
、

勤
続
な
ど
祝
い
金
の
支
給
②
健
康

診
断
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
補
助

③
全
国
の
宿
泊
施
設
や
テ
ー
マ
パ

ー
ク
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
割

引
利
用
な
ど　
対
象
＝
事
業
所
単

位
で
、
市
内
の
中
小
企
業
（
従
業

員
３
０
０
人
以
下
）
の
従
業
員
と

そ
の
事
業
主　
月
会
費
＝
１
人
８

０
０
円　
4
㈶
長
岡
市
勤
労
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
内
）
☎
37
・
５
６
５

６
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.

nakky.jp/

●
し
尿
の
く
み
取
り
は
降
雪
前
に

　
例
年
12
月
は
、
し
尿
く
み
取
り

の
申
し
込
み
が
集
中
し
、
収
集
が

遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
降
雪
後

の
作
業
は
困
難
な
た
め
、
早
め
に

く
み
取
り
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
大
型
便
槽
は
11
月
中
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
】

▼
長
岡
地
域

・
川
東
地
区
大
手
通
以
北
⋮
㈲
あ

　
け
ぼ
の
清
掃
社
☎
42
・
２
５
６

　
０

・
川
東
地
区
大
手
通
以
南
⋮
㈱
み

　
つ
わ
☎
36
・
４
４
７
０

・
川
西
地
区
⋮
㈱
原
産
業
☎
27
・

　
２
２
４
１

▼
中
之
島
地
域
⋮
㈲
中
之
島
清
掃

　
社
☎
66
・
３
１
８
４

▼
越
路
・
小
国
地
域
⋮
㈲
あ
け
ぼ

　
の
清
掃
社
☎
42
・
２
５
６
０
、

　
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
☎
92
・

　
２
５
１
７

▼
三
島
地
域
⋮
㈲
あ
け
ぼ
の
清
掃

　
社
☎
42
・
２
５
６
０

▼
山
古
志
地
域
⋮
㈲
山
古
志
清
掃

　
☎
59
・
２
３
０
４

▼
和
島
地
域
⋮
㈲
タ
カ
ハ
シ
環
境

　
サ
ー
ビ
ス
☎
74
・
２
４
３
３

▼
寺
泊
地
域
⋮
寺
泊
清
掃
社
☎
75

　
・
２
０
３
４

▼
栃
尾
地
域
⋮
㈲
協
和
衛
生
社
☎

　
52
・
３
４
３
２
、
㈲
ク
リ
ー
ン

　
栃
尾
☎
52
・
３
２
８
０

▼
与
板
地
域
⋮
ヨ
イ
タ
清
掃
☎
72

勤
務
日
＝
シ
フ
ト
に
よ
る
交
替
制

（
１
日
７
時
間
45
分
。
月
21
日
程

度
）　
試
験
日
＝
11
月
29
日
㈪　

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
面
接　

3
　11
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
子
ど
も

家
庭
課
☎
39
・
２
３
０
０
、
子
育

て
の
駅
ち
び
っ
こ
広
場
、
て
く
て

く
、
ぐ
ん
ぐ
ん
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
岡
に
あ
る
申
込
書
で

●
㈶
長
岡
市
米
百
俵
財
団
職
員　

　
（
臨
時
職
員
）

募
集
人
数
＝
１
人　
仕
事
＝
経
理

・
奨
学
金
貸
与
な
ど
の
財
団
運
営

業
務　
勤
務
場
所
＝
米
百
俵
財
団

事
務
局（
市
役
所
２
階
庶
務
課
内
）

応
募
資
格
＝
簿
記
検
定
（
日
商
３

級
以
上
、
全
経
・
全
商
２
級
以
上
）

な
ど　
雇
用
期
間
＝
来
年
１
月
４

日
～
３
月
31
日
（
勤
務
実
績
に
よ

り
更
新
あ
り
）　
賃
金
＝
月
額
１

６
０
、０
０
０
円　
勤
務
日
＝
原
則

平
日
（
１
日
７
時
間
45
分
。
月
21

日
程
度
）　
試
験
日
＝
11
月
29
日

㈪　
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
パ

ソ
コ
ン
試
験
、
面
接　
3
　11
月
19

日
㈮
ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
（
写

真
添
付
）
と
簿
記
検
定
合
格
証
の

写
し
を
〒
９
４
０
︱
８
５
０
１（
住

所
記
入
不
要
）
庶
務
課
内
米
百
俵

財
団
事
務
局
☎
39
・
２
２
０
３
へ

持
参
ま
た
は
郵
送

●
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画　

　
策
定
委
員

募
集
人
数
＝
２
人　
任
期
＝
12
月

か
ら
２
年
間　
報
酬
＝
会
議
１
回

に
つ
き
９
、１
０
０
円　
応
募
資
格

＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
で
、
年
３
回
程
度
開
催

す
る
会
議（
平
日
昼
間
）に
出
席
で

き
る
人　
選
考
＝
申
込
書
、
レ
ポ

ー
ト
、
面
接　
3
　11
月
20
日
㈯
ま

で
に
、
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ

ポ
ー
ト
（
８
０
０
字
程
度
）
を
添

え
て
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
☎
39
・
２
７
４

６
、
市
役
所
１
階
市
民
情
報
ラ
ウ

ン
ジ
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
書
で

●
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
小
・
中

　
連
携
学
区
開
放
校
）
児
童
生
徒

　
校
舎
併
設
と
少
人
数
と
い
う
特

色
を
生
か
し
た
教
育
に
取
り
組
む

太
田
小・中
学
校
は
、学
区
外
か
ら

児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
来
年
４
月
か
ら
通
学
を
希
望
す

る
子
ど
も
た
ち
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
＝
１
年
以
上
の
通
学
が
で
き

る
児
童
生
徒　
募
集
学
年
＝
小
・

中
学
校
の
各
学
年　
募
集
期
間
＝

11
月
30
日
㈫
ま
で

　
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
幸

町
分
室
２
階
）
と
市
立
各
小
・
中

学
校
に
あ
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
各
校
の
概
要
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ど
う
ぞ
。

▼
太
田
小
学
校
☎
23
・
２
０
１
６
、

　

http://w
w

w
.kom

e100.ne.

　

jp/ohta-es

▼
太
田
中
学
校
☎
23
・
２
０
０
９
、

　

http://www.kom
e100.ne.

　

jp/ohta-jhs

4
学
校
教
育
課
☎
39
・
２
２
４
９

　
・
２
６
７
２

▼
川
口
地
域
⋮
㈲
中
越
清
掃
社
☎

　
81
・
５
６
７
０

4
環
境
業
務
課
☎
24
・
２
８
３
７

●
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

　
ご
遺
族
へ

　
沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公

園
内
に
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記
念
碑

「
平
和
の
礎
」
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
19
年
３
月
22
日
～
昭
和
21

年
９
月
７
日
に
、
沖
縄
県
区
域
お

よ
び
南
西
諸
島
周
辺
で
、
沖
縄
戦

が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
追

加
刻
銘
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

3
　12
月
３
日
㈮
ま
で
に
福
祉
総
務

課
☎
39
・
２
２
１
７
、
各
支
所
市

民
生
活
課
、
県
福
祉
保
健
課
援
護

恩
給
室
☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５

１
８
０
へ

●
子
育
て
の
駅
ち
び
っ
こ
広
場
保

　
育
士
（
臨
時
職
員
）

募
集
人
数
＝
１
人　
仕
事
＝
ち
び

っ
こ
広
場
と
ま
ち
な
か
絵
本
館
の

交
流
事
業
な
ど
の
企
画
運
営
業
務
、

乳
幼
児
の
一
時
保
育
業
務
な
ど　

勤
務
場
所
＝
子
育
て
の
駅
ち
び
っ

こ
広
場
（
大
手
通
２
）　
応
募
資

格
＝
保
育
士
資
格
の
あ
る
人　
雇

用
期
間
＝
来
年
１
月
１
日
～
３
月

31
日
（
勤
務
実
績
に
よ
り
更
新
あ

り
）　
賃
金
＝
日
額
６
、９
２
０
円

●下水道事業受益者負担金（３期）
●国民健康保険料（５期）
●後期高齢者医療保険料（８期）
●介護保険料（８期）

11月の納期限は11月30日㈫です

　診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。
施　設　名 診療科目 受　付　時　間

●�休日・夜間急患診療所
☎37･1

いいきゅうきゅう

199
FAX35･8266

内科 月〜金曜日（祝休日は除く）
午後６時45分〜９時30分

内科
小児科
外科

日曜日・祝休日
午前９時〜11時30分
午後１時〜５時30分

 ●�休日急患歯科診療所
☎33･9644 歯科

日曜日・祝休日
午前９時〜11時30分
午後１時〜３時30分

●�中越こども急患センター
☎86･5

ごーきゅうきゅう

099
FAX94･4655

小児科 月〜土曜日（祝休日は除く）
午後６時45分〜９時30分

産婦人科は在宅当番医制です（日
曜日・祝休日のみ）。お問い合わ
せは休日・夜間急患診療所☎37
・1199へ。

施　設　名 診療科目 受　付　時　間

 ●�小国診療所
☎95･2010（小国町楢沢88）

内科
歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分〜11時30分
午後３時　　 〜４時30分

●�休日在宅当番医（見附・中之島地区）
期　日 内　　　　科 外　　　　科

11
月

３日㈷ 星野(弘)医院☎62･0998 お元気でクリニック☎63･3800
７日㈰ 山谷クリニック☎61･1388 見附市立病院☎62･2800
14日㈰ 杏 仁 堂 医 院☎62･0123 星整形外科医院☎66･8808
21日㈰ 関 谷 医 院☎61･0205 寺 師 医 院☎62･0137
23日㈷ 霜 鳥 医 院☎62･0579 わたなべ皮フ科☎62･7750
28日㈰ さ え き 内 科☎66･8500 石 澤 医 院☎62･2500

12
月 ５日㈰ 見附市立病院☎62･2800 お元気でクリニック☎63･3800

受付時間はお問い合わせください。
※症状が軽いときは、日中にかかりつけ医を受診するか、上記●�〜●�
　を受診してください。
※受診の際は、必ず保険証と医療費助成の受給者証（お持ちの人）
　を持参してください。
※入院や手術が必要な重症者の救急診療は、下記の３病院が行います。
　当番病院は、休日・夜間急患診
療所☎37・1199（受付時間のみ）、
長岡市医師会☎22・5600または消
防本部☎36・0119にお問い合わせ
ください。

急患診療のお知らせ

立 川 綜 合 病 院☎33･3111
長岡赤十字病院☎28･3600
長岡中央綜合病院☎35･3700

●�〜●�は健康センター
（西千手２の５の１）
の中にあります

　企業名や商品のＰＲ、イメージアップにご活用
ください。
　詳しくは、市役所１階市民情報ラウンジにある
公募要項、市ホームページをご覧ください。
設置場所＝市役所本庁玄関など
設置期間＝平成23年３月31日まで

4用地管財課☎39・2211

市役所の玄関マットで
あなたの企業を
PRしませんか

事業者募集中

▶
右
・
蓮
潟
町
町
内
会
の
子
ど
も
神
輿

（
長
岡
地
域
）、左
・
希
望
が
丘
南
六
丁

目
町
内
会
の
子
ど
も
神
輿（
長
岡
地
域
）

秋の火災予防運動
「消したかな　あなたを守る　合言葉」

　冬に向けて、暖房器具を使用する機会が多くなります。給油の際はス
トーブの火を消し、給油後はタンクのキャップをしっかり締めましょう。
火災の早期発見のため、住宅用火災警報器の設置はお早めに。
期日＝11月９日㈫～15日㈪　4消防本部予防課☎35・2190

毎月20,000人が訪れる
んだって。ＰＲ効果抜群
だね！
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　市民の各種サークル、国・県などの催し情報、
会員募集などを掲載しています。

　次に該当するものは原則掲載できません。
①広く市民が参加・募集できない
②活動が主に市外で行われている
③独自のＰＲ手段を持っている（新聞・テレビ広
　告など）
④政治・宗教または営利を目的とする
　応募多数の場合、掲載できないことがあります。
会員募集は原則として掲載後１年間再度掲載しま
せん。
　広報課☎39・2202

◆原稿締め切り…１月号は11月25日㈭（必着）。
　　開催日や申し込み締め切りが１月５日㈬以
　　降のものに限ります。
◆提出先…〒940－8501広報課へ郵送、持参、
　　FAX39・2272、Eメールinf-prd@city.nag
　　aoka.lg.jp
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　市民の各種サークル、国・県などの催し情報、
会員募集などを掲載しています。

　次に該当するものは原則掲載できません。
①広く市民が参加・募集できない
②活動が主に市外で行われている
③独自のＰＲ手段を持っている（新聞・テレビ広
　告など）
④政治・宗教または営利を目的とする
　応募多数の場合、掲載できないことがあります。
会員募集は原則として掲載後１年間再度掲載しま
せん。
　広報課☎39・2202

◆原稿締め切り…１月号は11月25日㈭（必着）。
　　開催日や申し込み締め切りが１月５日㈬以
　　降のものに限ります。
◆提出先…〒940－8501広報課へ郵送、持参、
　　FAX39・2272、Eメールinf-prd@city.nag
　　aoka.lg.jp

■
前
世
界
銀
行
副
総
裁
・
西
水
美
恵

　
子
講
演
会
「
私
た
ち
の
国
づ
く
り

　
へ
・
雷ブ

ー
タ
ン龍
の
国
か
ら
学
ぶ
」

日
時
＝
11
月
10
日
㈬
午
後
２
時
〜
５

時　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル　
料

金
＝
２
、０
０
０
円　
4
長
岡
商
工
会

議
所
青
年
部
・
片
桐
さ
ん
☎
０
９
０

・
３
３
３
８
・
１
３
１
１

■
蓬
平
温
泉
観
光
Ｐ
Ｒ
と
山
古
志

　
ミ
ニ
物
産
展

日
時
＝
11
月
11
日
㈭
〜
16
日
㈫
午
前

10
時
〜
午
後
６
時　
会
場
・
4
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ（
旧
大
和
１
階
）

☎
39
・
２
１
１
２

■
税
と
文
化
講
演
会

　
「
商
売
と
笑
売
の
秘
訣
」

日
時
＝
11
月
11
日
㈭
午
後
２
時
〜
４

時
30
分　
会
場
＝
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル　
講
師
＝
落
語
家
・
三
遊
亭
白

鳥
さ
ん　
定
員
＝
２
５
０
人

　

料
金
＝
無
料
（
タ
オ
ル
１
本
の
寄
付

を
お
願
い
し
ま
す
）　
4
㈳
長
岡
法

人
会
☎
35
・
０
３
２
８

■
だ
る
ま
会
総
合
作
品
展

日
時
＝
11
月
11
日
㈭
〜
14
日
㈰
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
11
日
は
午

後
１
時
か
ら
、
14
日
は
午
後
３
時
ま

で
）　
会
場
＝
中
央
図
書
館　
内
容

＝
書
道
、
絵
画
、
表
具
、
写
真
、
俳

句
な
ど　
4
赤
澤
さ
ん
☎
36
・
０
６

７
６

■
長
岡
技
術
科
学
大
学

　
軽
金
属
学
会
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
＝
11
月
13
日
㈯
午
後
４
時
40
分

〜
５
時
30
分　
会
場
＝
同
大
学　
演

題
＝
南
極
・
北
極
の
氷
が
語
る
地
球

の
気
候
変
動　
4
同
学
会
実
行
委
員

・
本
間
さ
ん
☎
47
・
９
７
６
０

■
長
岡
造
形
大
学
授
業
・
一
般
開
放

①
環
境
デ
ザ
イ
ン
特
別
講
義

期
日
と
内
容
＝
11
月
12
日
㈮
⋮
都
市

を
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
、
19
日

㈮
⋮
ま
ち
づ
く
り
に
於
け
る
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
役
割
、
26
日
㈮
⋮

光
環
境
デ
ザ
イ
ン
、
12
月
３
日
㈮
⋮

商
業
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
と
そ
の
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
２　
定
員
＝
各

50
人

②
美
術
・
工
芸
特
別
講
義

期
日
と
内
容
＝
11
月
12
日
㈮
⋮
自
分

の
立
ち
位
置
に
こ
そ
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
ー
、
19
日
㈮
⋮
イ
ン
テ
リ
ア
意
匠

設
計
、
26
日
㈮
⋮
職
人
と
作
家
、
12

月
10
日
㈮
⋮
私
の
彫
刻　
定
員
＝
各

20
人

　
　
　
　
◇　
　
　
　
◇

①
②
い
ず
れ
も　
時
間
＝
午
後
２
時

40
分
〜
５
時
50
分　
会
場
・
3
同
大

学
☎
21
・
３
３
５
１

■
長
岡
郷
土
史
講
演
会

　
「
栃
尾
の
歴
史
と
上
杉
謙
信
」

日
時
＝
11
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
師
＝
長
岡
郷
土
史
研
究
会
会
員
・

石
田
哲
彌
さ
ん　
4
同
会
☎
36
・
７

８
３
２

■
長
岡
市
中
学
校
美
術
部
作
品
展

日
時
＝
11
月
13
日
㈯
正
午
〜
午
後
５

時
、
14
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場
＝
県
立
近
代
美
術
館　
4
長
岡

悠
久
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
・

横
山
さ
ん
☎
33
・
５
２
０
０

■
み
の
わ
祭

日
時
＝
11
月
14
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　
内
容
＝
作
品
展
示
、
喫
茶

み
の
わ
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど　
会
場
・
4
み
の
わ
の

里
（
不
動
沢
）
☎
92
・
２
５
０
０

■
太
田
地
区
芸
術
祭

　
地
域
住
民
と
地
域
関
係
者
に
よ
る

作
品
展
で
す
。

日
時
＝
11
月
３
日
㈷
〜
14
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時　
会
場
＝
ギ
ャ
ラ

リ
ー
竹
山
館
（
竹
之
高
地
町
）　
4

太
田
地
区
復
興
活
性
会
議
・
刈
屋
さ

ん
☎
23
・
２
０
０
２

■
大
河
津
可
動
堰
見
学
ツ
ア
ー

日
時
＝
11
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
20
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　
見
学
先
＝
大
河
津

橋
上
流
の
寺
泊
地
域
側
の
可
動
堰
現

場
な
ど　
定
員
＝
各
20
人

　
3

　11
月
８
日
㈪
〜
17
日
㈬
に
国
土
交
通

省
信
濃
川
河
川
事
務
所
大
河
津
出
張

所
☎
０
２
５
６
・
97
・
２
１
２
１
へ

■
楽
器
の
動
物
園
ウ
ヰ
ン
ド
バ
ン
ド

　
長
岡
演
奏
会
「
カ
ル
メ
ン
再
び
」

日
時
＝
11
月
14
日
㈰
午
後
２
時
〜
４

時　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル　
料

金
＝
７
０
０
円（
当
日
１
０
０
円
増
）

4
江
口
さ
ん
☎
32・７
０
２
９

■
長
岡
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

　
定
期
演
奏
会

日
時
＝
11
月
20
日
㈯
午
後
７
時
〜
８

時
30
分　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡　
料
金
＝
８
０
０
円（
当

日
２
０
０
円
増
）　
4
小
熊
フ
ル
ー

ト
教
室
☎
34
・
３
２
４
１

■
鬼
島
太
鼓
長
岡
公
演

日
時
＝
11
月
20
日
㈯
午
後
２
時
〜
４

時　
料
金
＝
大
人
２
、０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
、０
０
０
円
（
い
ず
れ
も

当
日
５
０
０
円
増
）　
会
場
・
3
　リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
☎
29
・
７
７
１
１　

4
同
実
行
委
員
会
☎
０
８
０
・
４
３

７
８
・
１
１
３
６

■
ふ
た
り
落
語
会

日
時
＝
11
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分　
出
演
と
題
目
＝
参
遊

亭
遊
鈴
﹁
長
屋
の
花
見
﹂、参
遊
亭
遊

立
﹁
子
別
れ（
下
）﹂
な
ど　
料
金
＝

65
歳
以
上
２
０
０
円
、
一
般
３
５
０

円　
会
場
・
4
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み

や
う
ち
☎
39
・
５
６
０
０

■
デ
ン
デ
ン
太
鼓
と
万
華
鏡
の
工
作

日
時
＝
11
月
21
日
㈰
・
23
日
㈷
午
前

10
時
〜
午
後
３
時　
定
員
＝
各
30
人

　
料
金
＝
５
０
０
円　
会
場
・

4
県
立
歴
史
博
物
館
☎
47・６
１
３
５

■
新
潟
県
ア
マ
王
将
戦

　
将
棋
大
会
と
併
せ
て
プ
ロ
棋
士
に

よ
る
指
導
対
局
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈷
午
前
10
時
〜
午

後
５
時　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー　

料
金
＝
一
般
２
、０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
・
女
性
１
、０
０
０
円
（
昼
食
代

込
み
）　
3
　11
月
13
日
㈯
ま
で
に
長

岡
将
棋
セ
ン
タ
ー
☎
36
・
１
４
８
０

へ
（
午
後
１
時
〜
６
時
）

■
長
商
の
夕ゆ

う
べ

（
吹
奏
楽
演
奏
会
）

日
時
＝
11
月
23
日
㈷
午
後
３
時
〜
５

時
30
分　
会
場
＝
市
立
劇
場　
料
金

＝
一
般
７
０
０
円
、
小
学
生
４
０
０

円
（
市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ま
た
は
長

岡
商
業
高
校
で
。当
日
１
０
０
円
増
）

4
同
校
・
藤
田
さ
ん
☎
０
８
０
・
５

４
２
５
・
６
４
５
２

■
青
葉
台
・
関
原
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
を　

　
考
え
る
会

　
﹁
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
﹂
と
は
、
障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
職
場
体

験
の
こ
と
で
す
。

日
時
＝
11
月
27
日
㈯
午
後
７
時
〜
９

時　
会
場
＝
関
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　
3
　11
月
23
日
㈷
ま
で
に
ぷ

れ
ジ
ョ
ブ
青
葉
台
／
関
原
・
品
田
さ

ん
☎
０
８
０
・
２
０
１
０
・
１
３
６

８
へ

■
求
職
者
向
け
職
業
訓
練

期
日
と
内
容
＝
①
12
月
７
日
㈫
〜
３

月
４
日
㈮
⋮
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
科
２
②
12
月
10
日
㈮
〜
３
月
９

日
㈬
⋮
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
③
12
月
21

日
㈫
〜
３
月
16
日
㈬
⋮
パ
ソ
コ
ン
経

理
科
２　
会
場
＝
①
ア
イ
セ
イ
Ｐ
Ｃ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
千
歳
３
）

②
ス
タ
ッ
フ
エ
ー
ス
長
岡
西
校
（
喜

多
町
）
③
㈱
エ
ム
・
エ
ス
オ
フ
ィ
ス

（
沢
田
１
）　
対
象
＝
①
③
求
職
者

②
中
越
大
震
災
な
ど
被
災
者　
定
員

＝
①
③
20
人
②
15
人　
料
金
＝
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
一
部
負
担
あ
り
）

選
考
方
法
＝
筆
記
試
験
、
面
接　
3

　①
11
月
15
日
㈪
ま
で
②
18
日
㈭
ま
で

③
30
日
㈫
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

岡
☎
32
・
１
１
８
１
へ

■
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
特
別
企
画

　
な
が
お
か
愛
☆
モ
ー
ル
シ
ョ
ッ
ピ

　
ン
グ

　
長
岡
地
域
の
参
加
店
や
観
光
施
設

を
ま
わ
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
、

旅
行
券
な
ど
の
豪
華
景
品
が
当
た
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
ク
ー
ポ
ン
の
利
用

で
割
り
引
き
な
ど
も
。

期
日
＝
１
月
31
日
㈪
ま
で　
4
長
岡

商
工
会
議
所
☎
32
・
４
５
０
０

■
ピ
ラ
テ
ィ
ス
初
体
験
教
室

日
時
＝
11
月
17
日
㈬
・
24
日
㈬
午
後

６
時
30
分
〜
８
時　
会
場
＝
市
民
体

育
館　
料
金
＝
各
５
０
０
円　
持
ち

物
＝
バ
ス
タ
オ
ル　
講
師
・
3
　イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
岡
村
秀
昭
さ
ん
☎

０
９
０
・
２
９
９
５
・
０
８
４
３

■
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時　
会
場
＝
宮
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
分
館　
講
師
＝
Ｊ
Ｂ
Ｄ

Ｆ
プ
ロ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
太
田

厚
子
さ
ん　
月
会
費
＝
３
、０
０
０
円

4
フ
レ
ン
ド
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
関

根
さ
ん
☎
33
・
７
４
７
９

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
愛
好
会
会
員
募
集

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
８
時
30
分

〜
10
時　
会
場
＝
越
路
体
育
館　
4

井
口
さ
ん
☎
０
９
０
・
３
４
０
３
・

３
７
４
７

■
所
得
税
の
取
り
扱
い
を
改
め
ま
す

　
相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得
し

た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約

な
ど
に
よ
る
年
金
の
所
得
税
の
取
り

扱
い
を
改
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら

21
年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
、

納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
の

還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4
長
岡
税
務
署
☎
35・２
０
７
０
、国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

nta.go.jp/

■
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
長
岡
の
住

　
ま
い
を
快
適
に
」
＆
住
宅
相
談
会

日
時
＝
11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
５
時　
会
場
＝
リ
バ
ー

サ
イ
ド
千
秋　
4
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟

の
住
ま
い
を
考
え
る
会
・
大
橋
さ
ん

☎
41
・
５
５
５
０

■
人
権
に
関
す
る
相
談（
秘
密
厳
守
）

①
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

日
時
＝
11
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
、20
日
㈯・21

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　
相
談

電
話
＝
☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

②
特
設
人
権
相
談
所

期
日
と
会
場
＝
12
月
２
日
㈭
⋮
和
島

保
健
セ
ン
タ
ー
、
８
日
㈬
⋮
み
し
ま

会
館　
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３

時　
相
談
内
容
＝
相
続
、い
じ
め
な
ど

　
　
　
　
◇　
　
　
　
◇　

①
②
い
ず
れ
も　
4
新
潟
地
方
法
務

局
長
岡
支
局
☎
33
・
６
９
０
１

■
生
活
衛
生
融
資
相
談
会

日
時
＝
11
月
17
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　
会
場
＝
長
岡
保
健
所

対
象
＝
飲
食
店
、
理
美
容
店
な
ど
の

生
活
衛
生
営
業
者
で
店
舗
の
増
改
築
、

機
械
設
備
の
更
新
・
増
設
、
新
規
開

業
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
人　
4
㈶

新
潟
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
５
・
２
８
３
・
５
９
０
０

■
税
理
士
無
料
納
税
相
談（
要
予
約
）

日
時
＝
11
月
17
日
㈬
、
12
月
１
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
正
午　
会
場
・
3

　税
理
士
会
長
岡
支
部
（
三
和
３
）
☎

33
・
８
０
８
０

■
電
話
無
料
相
談

　
「
全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番
」

日
時
＝
11
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　
相
談
電
話
＝
☎
０
１
２
０

・
０
５
２
・
０
８
８　
4
新
潟
県
青

年
司
法
書
士
協
議
会
☎
０
２
５
・
３

８
６
・
４
９
８
１　

■
電
話
無
料
相
談
「
全
国
一
斉
労
働

　
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」

日
時
＝
11
月
23
日
㈷
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　
相
談
電
話
＝
☎
０
２
５
・

２
２
２
・
２
０
３
０　
4
新
潟
県
司

法
書
士
会
☎
０
２
５
・
２
２
８
・
１

５
８
９

■
女
性
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

日
時
＝
11
月
26
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　
会
場
＝
自
動
車
整
備

振
興
会
長
岡
支
所
（
摂
田
屋
町
）　

定
員
＝
15
人

　
3
　11
月
22
日
㈪

ま
で
に
同
支
所
☎
22
・
１
１
１
２
へ

■
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会

日
時
＝
12
月
７
日
㈫
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
特
別
会
議
室　

4
長
岡
税
務
署
☎
35
・
２
０
７
０

■
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
困
り
ご
と

　
無
料
法
律
相
談

日
時
＝
12
月
４
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　
相
談
電
話
＝
☎
０
５
７
０

・
０
４
５・５
３
３　
4
新
潟
県
弁
護

士
会
☎
０
２
５・２
２
２・５
５
３
３

■
戦
後
強
制
抑
留
者
へ
の
特
別
給
付

　
金
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た

　
対
象
者
で
、
以
前
に
特
別
慰
労
品

の
請
求
を
し
て
い
な
い
人
に
は
申
請

書
類
が
送
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑

留
さ
れ
、
平
成
22
年
６
月
16
日
時
点

に
存
命
で
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
た

人　
受
付
期
間
＝
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で　
4
独
立
行
政
法
人
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
☎
０
３
・
５
８
６

０
・
２
７
４
８

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会（
予
約
制
）

日
時
＝
11
月
15
日
㈪
、
12
月
20
日
㈪

午
後
２
時
〜
３
時
30
分　
会
場
・
3

　県
長
岡
地
域
振
興
局
地
域
保
健
課
☎

33
・
４
９
３
１

■
介
護
・
健
康
教
室
「
ス
ト
レ
ス
と

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
」

日
時
＝
11
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時　
講
師
＝
長
岡
保
養
園
医
師

・
田
崎
紳
一
さ
ん　
会
場
・
4
台
町

会
館（
台
町
１
）☎
31
・
０
２
９
４

■
「
口こ

う

唇し
ん

口こ
う

蓋が
い

裂れ
つ

友
の
会
」　
　
　

　
講
演
会
＆
交
流
会

日
時
＝
11
月
21
日
㈰
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時　
会
場
＝
川
崎
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
分
館　
料
金
＝
１

家
族
１
、５
０
０
円　
3
　高
尾
さ
ん
☎

・
4　
39
・
７
８
３
１

■
医
療
講
演
会
・
交
流
会

日
時
＝
11
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
４
時　
会
場
＝
長
岡
赤
十
字
病
院

演
題
＝
間
脳
下
垂
体
機
能
障
害
の
理

解
と
治
療
方
法　
講
師
＝
新
潟
大
学

医
歯
学
総
合
病
院
助
教
・
羽
入
修
さ

ん　
3
　個
別
相
談
の
み
11
月
19
日
㈮

ま
で
に
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
・
２
６
７
・
２
１
７
０
へ

■
講
演
会
「
達
人
が
教
え
る
健
康
づ

　
く
り
の
秘
訣
」

日
時
＝
12
月
１
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　
会
場
＝
健
康
の
駅
な

が
お
か
（
信
濃
２
）　
講
師
＝
筑
波

大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科

准
教
授
・
久
野
譜
也
さ
ん　
3
　し
な

の
健
康
倶
楽
部
・
滝
本
さ
ん
☎
35
・

３
２
７
７

■
中
国
語
ク
ラ
ブ
会
員

日
時
＝
第
１
・
２
・
４
週
の
金
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時　
会
場
＝
中
央
公

民
館　
月
会
費
＝
３
、０
０
０
円　
対

象
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
国
語
講
座
を
10
年
程

度
独
学
し
た
人
、
ま
た
は
中
国
語
検

定
３
・
４
級
受
験
を
目
指
し
て
い
る

人　
講
師
＝
趙ち

ょ
う
か果
さ
ん　
4
田
村
さ

ん
☎
35
・
０
６
４
４

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

区
分
と
受
付
期
間
＝
①
推
薦
⋮
１
月

４
日
㈫
〜
６
日
㈭
②
一
般
⋮
１
月
７

日
㈮
ま
で　
応
募
資
格
＝
平
成
６
年

４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性　
4
自
衛
隊
新
潟
地
方

協
力
本
部
長
岡
出
張
所（
学
校
町
２
）

☎
33
・
０
２
５
６

■
「
川
柳
な
が
お
か
」
会
員

日
時
＝
毎
月
第
２
水
曜
日
午
前
９
時

30
分
〜
11
時　
会
場
＝
山
通
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
講
師
＝
川
柳
な

が
お
か
主
宰
・
中
村
良
雄
さ
ん　
年

会
費
＝
３
、０
０
０
円　
4
中
村
さ
ん

☎
46
・
２
８
８
５



　あなたは、日々の仕事や社会生活において、常に
全力投球し、自分を駆り立て過ぎてはいませんか。
そんな人にはこの言葉を送ります。「じゃ、ま、いっ
か」。心の元気を継続する特効薬です。

まじめで頑張り屋は、要注意
　まじめ、きちょうめん、完ぺき主義、仕事熱心の
人は、そうでない人に比べて、ストレスから心の病
になりやすい傾向にあります。
　いつも、「○○しなければ」「○○するべき」と過度
に完ぺきを求めると、次第に心が元気を失っていき
ます。
　ストレスとうまく付き合うには、さっさと「割り
切る」「切り替える」ことが効果的です。

「ま、いっか」と、心の中でつぶやく
　そのために自分でできる対処法が「じゃ、ま、い
っか」と心の中で言うこと。「急がなくてもいいか」、
「完全じゃなくてもいいか。なんとかなるさ」と思
うことで、自分の中で踏ん切りを付けられます。
　自分にＯＫを出すことは、心の健康の維持にとて

も大事なこと。
　「こんなこと絶対言えない」
と思う人ほど、時には言って
みましょう。気持ちがラクに
なりますよ。
　ただし、普段から“じゃ、
ま、いっか”な人には不要の
言葉！？使う際には注意してく
ださいね。

発行：長岡市　〒940-8501新潟県長岡市幸町２の１の１☎0258・35・1122㈹　編集：広報課　☎0258・39・2202/FAX0258・39・2272

「ながおか市政だより」は市民情報ラウンジ（市役所１階）、広報課（市役所４階）、まちの情報コーナー（市民センター１階）、各支所で発行日から閲覧できます。 平成22年11月１日発行

大豆インクを使用しています http://www.city.nagaoka.niigata.jp

阿
あ

弥
み

陀
だ

瀬
せ

の大杉（和島地域）お手軽けんこう教室⑧

至出雲崎

至寺泊

至三島
至長岡

阿弥陀瀬
トンネル

はちすば通り

和島支所●

●住雲園

●

旧島田小
●

小島谷駅
116

もてなし家
●

良寛の里美術館
●

小
島
谷
川

●良寛の墓

阿弥陀瀬の
大杉

69

■
悠
久
の
時
を
経
て
人
々
の
暮
ら
し
に

　
寄
り
添
っ
て
き
た
大
杉

　
阿
弥
陀
瀬
地
区
の
中
ほ
ど
、
恵え

心し
ん
庵あ
ん

の
境
内
に
そ
び
え
立
つ
阿
弥
陀
瀬
の
大

杉
。
一
説
に
よ
る
と
、
貞
応
２
︵
１
２

２
３
︶
年
、
恵
心
庵
の
建
立
に
合
わ
せ

て
植
え
ら
れ
、
樹
齢
は
約
７
８
０
年
以

上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
き
さ
は
、
幹
周
約
７
ｍ
、
樹
高
約

30
ｍ
、
枝
振
り
は
東
西
約
25
ｍ
・
南
北

約
20
ｍ
に
も
及
び
ま
す
。
高
さ
約
５
ｍ

の
と
こ
ろ
で
大
き
く
２
本
に
分
か
れ
、

最
高
部
ま
で
し
っ
か
り
葉
を
繁
ら
せ
て

い
る
さ
ま
は
、
周
り
の
木
と
は
違
う
圧

倒
的
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
55
年
に
は
、
和
島
村
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
７
９
２
年
に
恵
心
庵
が
火
災
で
焼

失
す
る
も
の
の
、
大
杉
は
難
を
逃
れ
ま

す
。
木
に
宿
る
強
い
生
命
力
と
す
べ
て

を
包
み
込
む
よ
う
な
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ

せ
る
大
杉
は
、
今
も
な
お
山
里
で
暮
ら

す
人
々
を
静
か
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

長岡市の人口 10月１日現在。（　）は前月比
●今月の表紙●
　米百俵まつりの「越
後長岡時代行列」に、
昨年の大河ドラマ「天
地人」で徳川家康役を
演じた松方弘樹さんが
登場。「直江状」を受け
取り激怒する名場面を熱演すると、集まった沿道の観
衆から、ひときわ大きな拍手が沸き起こりました。
（10月２日）

時には気楽にじゃ・ま・いっか!?

283,289人
（－183）

100,340世帯
（－７）

138,388人
（－95）

144,901人
（－88）

今から始める
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